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第１章 調査概要と回答者の属性 

１ 調査の趣旨 

介護予防とは、元気な高齢者がなるべく要介護状態にならないように、そして介護が必要

な人もそれ以上悪化させないようにする取り組みです。元気なうちから取り組んでいく必要

があるのは、生活習慣病などの病気の予防も介護予防も同じことです。介護予防は生涯を通

じて自立した暮らしを支えていくことを目指しています。 

また、介護予防の充実を図るための対策の一つとして、「虚弱」「運動器の機能」「栄養状態」

「口腔機能」「閉じこもり」「認知症」「うつ」などに関する設問で構成された「基本チェック

リスト」を活用し介護予防事業対象者を把握しています。 

瑞穂町では、町内の要支援・要介護認定者を除く 65 歳以上の全高齢者を対象とした「基

本チェックリスト」により、要介護状態となる恐れのある高齢者を早期に把握し、また、そ

の調査結果の各リスクを数値化し、介護予防事業の対象者に介護予防事業を効果的に展開す

ること、あわせて「介護予防・日常生活支援総合事業」の町民ニーズ等を把握することを目

的に、今回の調査を実施しました。 
 

２ 調査設計 

（１）調査の方法 

調査票作成 
国が示した基本チェックリスト（25 設問）に町独自設問（20 設問）を追加
して、「令和３年度瑞穂町介護予防を推進するための基本チェックリスト」を
作成しました。 

調査対象者 
令和３年４月１日現在、町内在住の 65 歳以上で要支援・要介護認定を受けて
いない方を対象としました。 

調査方法 郵送による配布・回収で実施しました。 

調査期間 
令和３年９月８日～令和３年９月 17 日としました。 
また、期限後の回答を考慮し、令和３年 12 月 24 日回収分までを集計に含
めました。 

判定・集計 

基本チェックリスト（25 設問）については、国が示した基準に基づいて判
定を行いました。 
独自設問については、今後の「日常生活支援総合事業」実施に向けた判定を
行いました。 

 

（２）報告書の見方 

○集計表やグラフの％表示は小数第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない

場合があります。 

○複数回答の設問では、回答比率の合計が 100％を超える場合があります。 

○対象者１人で複数のリスクに該当する重複該当者がいるため、リスク該当者数の合計数が

回答者数を上回る場合があります。 

○設問において、年代、地域など調査対象者の基本属性を中心としたクロス集計結果の図・

表については、基本属性等に「無回答」があるため、全体の示す数値とは一致しません。 

○箱根ケ崎東松原と箱根ケ崎西松原を「松原地区」と設定し、分析しています。 

○武蔵野地区から都営地区を分けて、分析しています。  
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３ 調査結果の分析内容 

調査結果の分析にあたっては、以下の項目の分析を行い、町の介護予防事業のあり方や事

業効果等について検証しました。 

 

一般高齢者 回答者のうち、介護予防事業対象者に該当しなかった方 

介護予防事業 
対象者 

基本チェックリスト（25 設問）の回答結果について、国が示した基準で判
定し、「生活機能低下リスク」「運動機能低下リスク」「低栄養リスク」「口腔機
能低下リスク」「閉じこもりリスク」「物忘れリスク」「うつ傾向リスク」のい
ずれかに該当した方（判定の詳細は資料編に記載） 

 
 

分析１ 一般高齢者と介護予防事業対象者の割合 

町の高齢者像を把握するために、一般高齢者、介護予防事業対象者の構成割合を分析しま

した。 

 

分析２ 介護予防事業対象者の出現率 

介護予防事業対象者の出現率を、性別・年齢階級別、地区別、リスク別に分析しました。 

 

分析３ 基本チェックリスト 25設問の回答結果 

介護予防事業対象者となった要因を把握するために、基本チェックリスト 25 設問の回答

結果を、性別・年齢階級別に分析しました。 

 

分析４ 地区別のリスク該当状況 

７種類のリスクに該当している割合について、性別・年齢階級別、地区別に分析しました。 

 

分析５ 日常生活支援事業に関する設問の回答結果 

「介護予防・日常生活支援総合事業」充実に向けて生活支援のニーズを把握するために、性

別・年齢階級別、リスク別、地区別に回答結果を分析しました。 
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４ 調査の回答状況 

（１）調査の回答者数・回答率 

町全体における調査対象者数は 7,751 人、回答者数は 6,228 人で、回答率は 80.4％

となっています。 

性別では、女性が 82.7％、男性が 77.8％と女性の方が回答率は高くなっています。 

区域別では、瑞穂中学校区域が 80.6％、二中区域が 80.1％となっています。 

地区別では、箱根ケ崎地区で 83.7％、武蔵野地区で 81.9％と、他地区に比べて高く

なっています。 

 

図表 1.1 調査の回答者数・回答率（性別、区域・地区別） 

項目 調査対象者数（人） 回答者数（人） 回答率（％） 

町全体 7,751 6,228 80.4 

男性 3,744 2,914 77.8 

女性 4,007 3,314 82.7 

瑞穂中学校区域 4,484 3,612 80.6 

 

殿ケ谷地区 602 466 77.4 

石畑・武蔵地区 838 675 80.5 

元狭山地区 1,484 1,166 78.6 

箱根ケ崎地区 1,560 1,305 83.7 

二中区域 3,267 2,616 80.1 

 

松原地区 816 652 79.9 

長岡地区 1,000 800 80.0 

都営地区 468 359 76.7 

武蔵野地区 983 805 81.9 
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（２）性別及び区域・地区別にみた調査対象者・回答者の構成割合 

回答者の年齢階級別構成割合をみると、町全体では「70～74 歳」が 33.2％と最も

高く、次いで「65～69 歳」が 25.0％となっており、前期高齢者（65～74 歳）で町

全体の 58.2％を占めています。 

性別では、「70～74 歳」が男女ともに最も高く、男性は 32.9％、女性は 33.4％と

なっています。 

区域別では、瑞穂中学校区域、二中区域ともに各年代の割合が町全体とほぼ同じ傾向

を示しています。 

地区別では、前期高齢者（65～74 歳）は松原地区（66.8％）、武蔵野地区（61.3％）、

元狭山地区（61.1％）で 60％を超えています。一方、都営地区は後期高齢者（75 歳以

上）が 61.3％と、他地区に比べて高くなっており、特に「80～84 歳」が 22.6％、「85

～89 歳」が 11.7％と高くなっています。回答者の平均年齢も都営地区は 76.8 歳と最

も高く、最も低い松原地区（73.2 歳）とは 3.6 歳の開きがあります。 

 

図表 1.2 調査対象者の年齢階級別構成割合（性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1.3 回答者の年齢階級別構成割合（性別） 
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図表 1.4 回答者の年齢階級別構成割合（区域・地区別） 
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図表 1.5 調査対象者の性別・年齢階級別人口構成（区域・地区別） 上段：人/下段：％ 

 
65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 計 平均 

年齢 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

調査 
対象者 

1,072 1,054 1,217 1,317 787 829 465 537 176 212 27 58 3,744 4,007 
73.9 

(28.6) (26.3) (32.5) (32.9) (21.0) (20.7) (12.4) (13.4) (4.7) (5.3) (0.7) (1.4) (100.0) (100.0) 

瑞穂 
中学校 
区域 

642 614 689 734 459 475 264 312 109 129 17 40 2,180 2,304 
73.9 

(29.4) (26.6) (31.6) (31.9) (21.1) (20.6) (12.1) (13.5) (5.0) (5.6) (0.8) (1.7) (100.0) (100.0) 

二中 
区域 

430 440 528 583 328 354 201 225 67 83 10 18 1,564 1,703 
73.8 

(27.5) (25.8) (33.8) (34.2) (21.0) (20.8) (12.9) (13.2) (4.3) (4.9) (0.6) (1.1) (100.0) (100.0) 

殿ケ谷 
地区 

92 81 90 92 66 64 32 48 11 19 1 6 292 310 
74.0 

(31.5) (26.1) (30.8) (29.7) (22.6) (20.6) (11.0) (15.5) (3.8) (6.1) (0.3) (1.9) (100.0) (100.0) 

石畑・ 
武蔵 
地区 

131 105 122 138 85 84 47 68 30 21 3 4 418 420 
74.0 

(31.3) (25.0) (29.2) (32.9) (20.3) (20.0) (11.2) (16.2) (7.2) (5.0) (0.7) (1.0) (100.0) (100.0) 

元狭山 
地区 

222 230 236 247 152 155 76 88 30 31 5 12 721 763 
73.4 

(30.8) (30.1) (32.7) (32.4) (21.1) (20.3) (10.5) (11.5) (4.2) (4.1) (0.7) (1.6) (100.0) (100.0) 

箱根ケ崎 
地区 

197 198 241 257 156 172 109 108 38 58 8 18 749 811 
74.4 

(26.3) (24.4) (32.2) (31.7) (20.8) (21.2) (14.6) (13.3) (5.1) (7.2) (1.1) (2.2) (100.0) (100.0) 

松原 
地区 

131 126 144 163 76 72 35 39 12 11 3 4 401 415 
72.8 

(32.7) (30.4) (35.9) (39.3) (19.0) (17.3) (8.7) (9.4) (3.0) (2.7) (0.7) (1.0) (100.0) (100.0) 

長岡 
地区 

133 146 160 166 120 110 68 62 11 17 4 3 496 504 
73.5 

(26.8) (29.0) (32.3) (32.9) (24.2) (21.8) (13.7) (12.3) (2.2) (3.4) (0.8) (0.6) (100.0) (100.0) 

都営 
地区 

28 45 56 67 38 73 41 57 24 33 1 5 188 280 
76.5 

(14.9) (16.1) (29.8) (23.9) (20.2) (26.1) (21.8) (20.4) (12.8) (11.8) (0.5) (1.8) (100.0) (100.0) 

武蔵野 
地区 

138 123 168 187 94 99 57 67 20 22 2 6 479 504 
73.6 

(28.8) (24.4) (35.1) (37.1) (19.6) (19.6) (11.9) (13.3) (4.2) (4.4) (0.4) (1.2) (100.0) (100.0) 
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図表 1.6 回答者の性別・年齢階級別人口構成（区域・地区別） 上段：人/下段：％ 

 
65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 計 平均 

年齢 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

回答者 
739 815 959 1,108 664 711 390 465 140 172 22 43 2,914 3,314 

74.2 
(25.4) (24.6) (32.9) (33.4) (22.8) (21.5) (13.4) (14.0) (4.8) (5.2) (0.8) (1.3) (100.0) (100.0) 

瑞穂 
中学校 
区域 

449 467 547 624 390 410 217 270 89 106 13 30 1,705 1,907 
74.2 

(26.3) (24.5) (32.1) (32.7) (22.9) (21.5) (12.7) (14.2) (5.2) (5.6) (0.8) (1.6) (100.0) (100.0) 

二中 
区域 

290 348 412 484 274 301 173 195 51 66 9 13 1,209 1,407 
74.1 

(24.0) (24.7) (34.1) (34.4) (22.7) (21.4) (14.3) (13.9) (4.2) (4.7) (0.7) (0.9) (100.0) (100.0) 

殿ケ谷 
地区 

65 54 67 76 51 56 28 38 11 14 1 5 223 243 
74.4 

(29.1) (22.2) (30.0) (31.3) (22.9) (23.0) (12.6) (15.6) (4.9) (5.8) (0.4) (2.1) (100.0) (100.0) 

石畑・ 
武蔵 
地区 

94 80 95 112 78 74 37 54 27 17 3 4 334 341 
74.4 

(28.1) (23.5) (28.4) (32.8) (23.4) (21.7) (11.1) (15.8) (8.1) (5.0) (0.9) (1.2) (100.0) (100.0) 

元狭山 
地区 

146 171 186 209 124 129 61 79 22 27 4 8 543 623 
73.7 

(26.9) (27.4) (34.3) (33.5) (22.8) (20.7) (11.2) (12.7) (4.1) (4.3) (0.7) (1.3) (100.0) (100.0) 

箱根ケ崎 
地区 

144 162 199 227 137 151 91 99 29 48 5 13 605 700 
74.5 

(23.8) (23.1) (32.9) (32.4) (22.6) (21.6) (15.0) (14.1) (4.8) (6.9) (0.8) (1.9) (100.0) (100.0) 

松原 
地区 

86 97 118 134 67 62 35 31 7 8 3 4 316 336 
73.2 

(27.2) (28.9) (37.3) (39.9) (21.2) (18.5) (11.1) (9.2) (2.2) (2.4) (0.9) (1.2) (100.0) (100.0) 

長岡 
地区 

84 119 126 137 98 93 56 55 11 15 4 2 379 421 
73.8 

(22.2) (28.3) (33.2) (32.5) (25.9) (22.1) (14.8) (13.1) (2.9) (3.6) (1.1) (0.5) (100.0) (100.0) 

都営 
地区 

18 30 37 54 32 61 33 48 17 25 1 3 138 221 
76.8 

(13.0) (13.6) (26.8) (24.4) (23.2) (27.6) (23.9) (21.7) (12.3) (11.3) (0.7) (1.4) (100.0) (100.0) 

武蔵野 
地区 

102 102 131 159 77 85 49 61 16 18 1 4 376 429 
73.8 

(27.1) (23.8) (34.8) (37.1) (20.5) (19.8) (13.0) (14.2) (4.3) (4.2) (0.3) (0.9) (100.0) (100.0) 
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（３）年齢階級別回答率 

年齢階級別回答率をみると、町全体では「80～84 歳」が 85.3％と最も高く、「75

～79 歳」で 85.1％、「70～74 歳」で 81.6％と続きます。 

地区別にみると、前期高齢者（65～74 歳）は都営地区、殿ケ谷地区が他地区に比べ

て低くなっています。「75～79 歳」は石畑・武蔵地区が 89.9％、「80～84 歳」は松

原地区が 89.2％と、他地区に比べて高くなっています。 

 

図表 1.7 年齢階級別回答率（地区別） 

 

前期高齢者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.1%

72.9%

73.3%

68.8%

73.7%

70.1%

77.5%

71.2%

72.8%

65.8%

78.2%

0% 50% 100%

町全体

n=2,126

瑞穂中学校区域

n=1,256

二中区域

n=  870

殿ケ谷地区

n=  173

石畑・武蔵地区

n=  236

元狭山地区

n=  452

箱根ケ崎地区

n=  395

松原地区

n=  257

長岡地区

n=  279

都営地区

n=   73

武蔵野地区

n=  261

65～69歳

2,067 人 

1,171 人 

896 人 

143 人 

207 人 

395 人 

426 人 

252 人 

263 人 

91 人 

290 人 

1,554 人 

916 人 

638 人 

119 人 

174 人 

317 人 

306 人 

183 人 

203 人 

48 人 

204 人 

81.6%

82.3%

80.6%

78.6%

79.6%

81.8%

85.5%

82.1%

80.7%

74.0%

81.7%

0% 50% 100%

町全体

n=2,534

瑞穂中学校区域

n=1,423

二中区域

n=1,111

殿ケ谷地区

n=  182

石畑・武蔵地区

n=  260

元狭山地区

n=  483

箱根ケ崎地区

n=  498

松原地区

n=  307

長岡地区

n=  326

都営地区

n=  123

武蔵野地区

n=  355

70～74歳
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85.1%

85.7%

84.3%

82.3%

89.9%

82.4%

87.8%

87.2%

83.0%

83.8%

83.9%

0% 50% 100%

町全体

n=1,616

瑞穂中学校区域

n=  934

二中区域

n=  682

殿ケ谷地区

n=  130

石畑・武蔵地区

n=  169

元狭山地区

n=  307

箱根ケ崎地区

n=  328

松原地区

n=  148

長岡地区

n=  230

都営地区

n=  111

武蔵野地区

n=  193

75～79歳

855 人 

487 人 

368 人 

66 人 

91 人 

140 人 

190 人 

66 人 

111 人 

81 人 

110 人 

1,375 人 

800 人 

575 人 

107 人 

152 人 

253 人 

288 人 

129 人 

191 人 

93 人 

162 人 

65 人 

43 人 

22 人 

6 人 

7 人 

12 人 

18 人 

7 人 

6 人 

4 人 

5 人 

312 人 

195 人 

117 人 

25 人 

44 人 

49 人 

77 人 

15 人 

26 人 

42 人 

34 人 

85.3%

84.5%

86.4%

82.5%

79.1%

85.4%

87.6%

89.2%

85.4%

82.7%

88.7%

0% 50% 100%

町全体

n=1,002

瑞穂中学校区域

n=  576

二中区域

n=  426

殿ケ谷地区

n=   80

石畑・武蔵地区

n=  115

元狭山地区

n=  164

箱根ケ崎地区

n=  217

松原地区

n=   74

長岡地区

n=  130

都営地区

n=   98

武蔵野地区

n=  124

80～84歳

80.4%

81.9%

78.0%

83.3%

86.3%

80.3%

80.2%

65.2%

92.9%

73.7%

81.0%

0% 50% 100%

町全体

n=388

瑞穂中学校区域

n=238

二中区域

n=150

殿ケ谷地区

n= 30

石畑・武蔵地区

n= 51

元狭山地区

n= 61

箱根ケ崎地区

n= 96

松原地区

n= 23

長岡地区

n= 28

都営地区

n= 57

武蔵野地区

n= 42

85～89歳

76.5%

75.4%

78.6%

85.7%

100.0%

70.6%

69.2%

100.0%

85.7%

66.7%

62.5%

0% 50% 100%

町全体

n=85

瑞穂中学校区域

n=57

二中区域

n=28

殿ケ谷地区

n= 7

石畑・武蔵地区

n= 7

元狭山地区

n=17

箱根ケ崎地区

n=26

松原地区

n= 7

長岡地区

n= 7

都営地区

n= 6

武蔵野地区

n= 8

90歳以上
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５ 結果のまとめ 

（１）回答率 

町全体における調査対象者数は 7,751 人、回答者数は 6,228 人となっています。これ

は調査対象者の 80.4％にあたり、前回（平成 30 年度）の回答率（85.1％）を 4.7 ポイ

ント下回っています。 

 

（２）介護予防事業対象者の出現率 

今回（令和３年度）の介護予防事業対象者出現率は 57.3％で、前回（平成 30 年度）の

調査結果（53.5％）と比較すると、3.8 ポイント高くなっています。 

前期高齢者・後期高齢者別にみると、後期高齢者の介護予防事業対象者出現率が 65.6％

と、前期高齢者の 51.4％を大きく上回っています。 

性別・年齢階級別では、「65～69 歳」「70～74 歳」「85～89 歳」では男性の割合が

女性を上回っています。前期高齢者（65～74 歳）では出現率は約 50％、「75～79 歳」

では約 60％、「85～89 歳」になると約 80％に上昇しています。 

地区別では、都営地区が 68.5％と最も高くなっており、次いで長岡地区（58.9％）、元

狭山地区（58.1％）となっています。一方、松原地区が 52.5％と最も低く、次いで箱根

ケ崎地区（55.7％）、殿ケ谷地区（56.7％）となっています。 

町全体のリスク別出現率は、「生活機能低下リスク」6.6％、「運動機能低下リスク」15.6％、

「低栄養リスク」3.7％、「口腔機能低下リスク」19.3％、「閉じこもりリスク」8.3％、「物

忘れリスク」33.3％、「うつ傾向リスク」26.7％となっています。平成 27 年度及び平成

30 年度調査結果と比較すると、「運動機能低下リスク」を除いて、最も高い割合となって

います。 

 

（３）基本チェックリストの回答結果 

基本チェックリスト 25 設問の回答結果をみると、男性では「預貯金の出し入れをして

いない」「友人の家を訪ねていない」「家族や友人の相談にのっていない」（生活機能全般リ

スク）、「半年前に比べて固いものが食べにくくなった」（口腔機能低下リスク）、「自分で電

話番号を調べて電話をかけていない」（物忘れリスク）、「自分が役に立つ人間だと思えない」

（うつ傾向リスク）などの割合が女性に比べて高くなっています。 

女性では「階段を手すりや壁をつたわって昇っている」「椅子から何かにつかまって立ち

上がっている」「転倒に対する不安が大きい」（運動機能低下リスク）、「やせている（BMI が

18.5 未満）」（低栄養リスク）、「口の渇きが気になる」（口腔機能低下リスク）、「昨年と比

べて外出の回数が減った」（閉じこもりリスク）などの割合が男性に比べて高くなっていま

す。また、女性は「80～84 歳」の年齢階級で上昇する項目が多くみられます。 
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（４）独自設問の回答結果 

独自設問のうち、家族構成については、「65 歳以上の高齢者のみの世帯」が 41.4％と

最も高く、「子や孫、親族等との同居世帯」が 37.3％、「ひとり暮らし」が 13.5％となっ

ています。 

 

近所付き合いの程度は、「会えばあいさつをする程度」が 34.3％と最も高く、次いで「た

まに世間話をする」が 34.1％、「困ったときに相談や助け合いをする」が 17.6％となっ

ています。 

 

孤食の状況については、「ほとんどない」が 45.6％と最も高く、次いで「たまにある」

が 28.5％、「毎食」が 19.8％となっています。「毎食」は女性が 21.0％と、男性（18.5％）

を2.5ポイント上回っており、概ね年齢階級が上がるにつれ上昇傾向にあり、「90歳以上」

では 35.4％となっています。「毎食」と「１週間に半分以上」を合わせた割合は、「85～

89 歳」では 40.8％と最も高くなっています。 

 

外出の状況については、外出がおっくうだと感じることが「時々ある」が 33.7％、「よ

くある」が 5.2％となっています。「時々ある」と「よくある」を合わせた割合は、85 歳

以上になると 50％を超えています。その理由について、84 歳までは「『出かけたい』と

思える外出先が少ないから」が最も高く、85 歳以上では「自身の健康面に不安があるか

ら」が最も高くなっています。 

 

スマートフォン等の所持状況については、男女ともに、「スマートフォン」が最も高く、

男性が 53.2％と、女性（47.7％）を 5.5 ポイント上回っています。スマートフォン等を

持っている割合は、年齢階級が上がるにつれ低下しており、「65～69 歳」では 86.7％と

最も高く、80 歳以上になると 50％を下回っています。 

スマートフォン等の使い方教室等に参加したい割合は 24.6％となっており、女性が

26.5％と、男性（22.5％）を 4.0 ポイント上回っています。 

 

日常生活で何らかの手助けをしてほしい割合は、女性が 25.3％と、男性（15.6％）を

9.7 ポイント上回っています。また、ほとんどの項目で女性が男性を上回り、「電球の取り

換え」は 8.0 ポイント、「家具の移動」は 6.6 ポイント上回っています。 

 

子育て家庭や高齢者の日常生活で手伝いできることについては、「買物」が 17.6％と最

も高く、次いで「話し相手」が 16.6％、「ゴミ出し」が 15.4％となっています。 

男性は、「買物」が 18.5％と最も高く、次いで「電球の取り換え」が 17.9％、「車での

送迎」が 17.7％となっています。女性は、「話し相手」が 19.7％と最も高く、次いで「買

物」が 16.9％、「ゴミ出し」が 14.9％となっています。 

 

社会参加の状況については、何らかの活動に参加している割合は 56.0％で、「趣味活動」

「収入のある仕事」「町内会活動」の順となっています。特に、女性では「体操教室」や「町

内会活動」、男性では「収入のある仕事」や「町内会活動」などの割合が高くなっています。

「収入のある仕事」「町内会活動」は男性が女性を上回り、「体操教室」は女性が男性を上

回っています。 
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（５）総括 

町の高齢者数は、後期高齢者の割合が増加しており、介護予防事業対象者の出現率は上

昇傾向にあります。近年の新型コロナウイルス感染症の流行により、これまでのような外

出や運動を控えたり、地域活動への参加等が減少したりという状況において、生活機能の

低下が懸念されます。 

後期高齢者では「低栄養リスク」「閉じこもりリスク」「物忘れリスク」の出現率が上昇

傾向にあり、前期高齢者においても「低栄養リスク」「口腔機能低下リスク」「物忘れリス

ク」「うつ傾向リスク」の出現率が上昇傾向となっています。「口腔機能低下リスク」「物忘

れリスク」「うつ傾向リスク」は重複該当者が多いことから、相互に改善を図る取り組みが

必要となります。 

「口腔機能低下リスク」は男女ともに 75 歳以上で 20％を超えており、口腔機能の低

下により、低栄養や認知機能の低下につながることがないよう、早い段階から口腔ケアに

取り組む必要があります。 

また、「低栄養リスク」については、年齢とともに孤食の頻度が増え、さらに感染症の影

響で会食の機会が減ることで、栄養の偏りや食事量の減少も懸念されます。 

新型コロナウイルス感染症等による生活様式の変化に伴い、地域交流、社会参加などのあ

り方を検討し、介護予防事業に生かしていくことが求められます。 
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第２章 町全体の調査結果 

１ 町の高齢者像 

町の高齢者人口を１歳階級別にみると、前期高齢者では男性は 72 歳、女性は 73 歳

で、後期高齢者では男性は 78 歳、女性は 79 歳で最も多くなっています。また、女性

では 100 歳以上の人数が 22 人となっています。人数構成をみると、前期高齢者人口

は女性が男性より約 70 人多く、後期高齢者人口は女性が男性より約 700 人多くなっ

ています。 

 

図表 2.1 瑞穂町 65歳以上男女別の人口ピラミッド 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※出典：瑞穂町ホームページ 人口構成と世帯数（令和３年９月１日現在） 

 

 

 

  

前期高齢者 

2,430 人 

前期高齢者 

2,499 人 

後期高齢者 

1,972 人 

後期高齢者 

2,689 人 
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3,470

36.2%

4,676

48.8%

388

4.0%
1,056

11.0%

高齢者人口 n=9,590

一般高齢者

介護予防事業対象者

要支援認定者

要介護認定者

1,188

25.5%

2,260

48.5%

314

6.7%

899

19.3%

後期高齢者人口 n=4,661

一般高齢者

介護予防事業対象

者

2,282

46.3%

2,416

49.0%

74

1.5%

157

3.2%

前期高齢者人口 n=4,929

２ 健康自立度からみた高齢者像 

調査結果から町の一般高齢者数と介護予防事業対象者数を計算し、高齢者を健康自立

度別に４分類すると、介護予防事業対象者が 48.8％と５割近くを占め、一般高齢者が

36.2％、要支援認定者が 4.0％、要介護認定者が 11.0％となっています。 

同様に、前期高齢者と後期高齢者を健康自立度別に４分類すると、前期高齢者では一

般高齢者が 46.3％、介護予防事業対象者が 49.0％であるのに対して、後期高齢者では

一般高齢者が 25.5％、介護予防事業対象者が 48.5％となっています。 

 

図表 2.2-1 健康自立度【４分類】からみた高齢者像（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.2-2 健康自立度【４分類】からみた高齢者像（前期高齢者・後期高齢者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※高齢者人口及び認定者数は、令和３年９月１日現在の実数。 
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３ 一般高齢者・介護予防事業対象者の状況 

（１）性別・年齢別にみる介護予防事業対象者の割合 

回答者における一般高齢者の割合は 42.7％、介護予防事業対象者は 57.3％となって

います。 

性別では、大きな差はみられません。 

前期高齢者・後期高齢者別に介護予防事業対象者の割合をみると、後期高齢者

（65.6％）が前期高齢者（51.4％）を 14.2 ポイント上回っています。 

 

図表 2.3 介護予防事業対象者の割合（性別、前期高齢者・後期高齢者別） 
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一般高齢者 介護予防事業対象者

（２）区域・地区別にみる介護予防事業対象者の割合 

区域別に介護予防事業対象者の割合をみると、瑞穂中学校区域（56.8％）が二中区域

（58.0％）を 1.2 ポイント下回っています。 

地区別に介護予防事業対象者の割合をみると、都営地区が 68.5％と最も高くなって

おり、次いで長岡地区（58.9％）、元狭山地区（58.1％）となっています。一方、松原

地区が 52.5％と最も低く、次いで箱根ケ崎地区（55.7％）、殿ケ谷地区（56.7％）と

なっています。 

 

図表 2.4 介護予防事業対象者の割合（区域・地区別） 
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（３）介護予防事業対象者の性別・年齢階級別出現率 

介護予防事業対象者の性別・年齢階級別出現率をみると、「65～69 歳」「70～74 歳」

「85～89 歳」では男性の割合が女性を上回っています。前期高齢者（65～74 歳）で

は出現率は約 50％、「75～79 歳」では約 60％、「85～89 歳」になると約 80％に上

昇しています。 

 

図表 2.5 介護予防事業対象者の性別・年齢階級別出現率（性別） 
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（４）点数別介護予防事業対象者数 

基本チェックリスト 25 設問の点数別に介護予防事業対象者数をみると、６点の介護

予防事業対象者数が最も多く、次いで５点、７点となっています。また、６点までは前

期高齢者の占める割合が高く、７点～９点では前期高齢者と後期高齢者の割合が約５割

となっています。10 点以上になると、後期高齢者の占める割合のほうが高くなっていま

す。 

点数とリスクの重複数をみると、５点からリスク３種類、９点からリスク４種類の重

複者が現れ、10 点で３種類または４種類の重複者の占める割合が約５割となり、11 点

以上になると、６割を超えています。 

 

図表 2.6 点数別介護予防事業対象者数（町全体、前期・後期高齢者別） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2.7 点数別リスク重複数（町全体） 
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（５）基本チェックリスト 25設問の回答結果 

基本チェックリスト 25 設問の回答内容を性別・年齢階級別にみると、男性では「預

貯金の出し入れをしていない」「友人の家を訪ねていない」「家族や友人の相談にのって

いない」（生活機能全般リスク）、「半年前に比べて固いものが食べにくくなった」（口腔

機能低下リスク）、「自分で電話番号を調べて電話をかけていない」（物忘れリスク）、「自

分が役に立つ人間だと思えない」（うつ傾向リスク）などの割合が女性に比べて高くなっ

ています。 

女性では「階段を手すりや壁をつたわって昇っている」「椅子から何かにつかまって立

ち上がっている」「転倒に対する不安が大きい」（運動機能低下リスク）、「やせている（BMI

が 18.5 未満）」（低栄養リスク）、「口の渇きが気になる」（口腔機能低下リスク）、「昨年

と比べて外出の回数が減った」（閉じこもりリスク）などの割合が男性に比べて高くなっ

ています。また、女性は「80～84 歳」の年齢階級で上昇する項目が多くみられます。 

 

図表 2.8 基本チェックリスト 25 設問の回答結果（性別・年齢階級別） 
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問５）預貯金の出し入れをしていない 問６）友人の家を訪ねていない 
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問 11）椅子から何かにつかまって立ち上がっている 問 12）15分位続けて歩いていない 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

問 13）この１年間に転んだことがある 問 14）転倒に対する不安が大きい 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

問 15）６か月間で２～３kg以上の体重減少あり 問 16）やせている（ＢＭＩが 18.5未満） 
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問 17）半年前に比べて固いものが食べにくくなった 問 18）お茶や汁物等でむせることがある 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

問 19）口の渇きが気になる 問 24）週に１回以上外出していない 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

問 25）昨年と比べて外出の回数が減った 問 28）「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われる 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

問 29）自分で電話番号を調べて電話をかけていない 問 30）今日が何月何日かわからない時がある 
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問 32）毎日の生活に充実感がない 問 33）楽しんでやれたことが楽しめなくなった 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

問 34）楽にできていたことが今ではおっくうに感じる 問 35）自分が役に立つ人間だと思えない 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

問 36）わけもなく疲れたような感じがする 
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４ 介護予防事業対象者及びリスク別出現率の経年変化 

町全体の介護予防事業対象者の割合は 57.3％で、経年でみると上昇傾向にあります。 

町全体のリスク別出現率は、「生活機能低下リスク」が 6.6％、「運動機能低下リスク」

が 15.6％、「低栄養リスク」が 3.7％、「口腔機能低下リスク」が 19.3％、「閉じこもり

リスク」が 8.3％、「物忘れリスク」が 33.3％、「うつ傾向リスク」が 26.7％となって

います。平成 27 年度及び平成 30 年度調査結果と比較すると、「運動機能低下リスク」

を除いて、最も高い割合となっています。 

前期高齢者では「低栄養リスク」「口腔機能低下リスク」「物忘れリスク」「うつ傾向リ

スク」が上昇傾向、後期高齢者では「低栄養リスク」「閉じこもりリスク」「物忘れリス

ク」が上昇傾向となっています。 

図表 2.9-1 介護予防事業対象者の割合及びリスク別出現率（平成 27～令和３年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 2.9-2 介護予防事業対象者の割合及びリスク別平均出現率 
     （平成 27～令和３年度；前期高齢者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 2.9-3 介護予防事業対象者の割合及びリスク別平均出現率 
     （平成 27～令和３年度；後期高齢者） 
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５ リスク別出現率の特徴 

（１）性別・年齢階級別にみた特徴 

７種類のリスク別出現率を性別・年齢階級別にみると、「生活機能低下リスク」は、80

歳以上で女性の出現率が男性より高くなり、85 歳以上で 20％を超えています。 

「運動機能低下リスク」は、「65～69 歳」を除いて、女性が男性の出現率より高く、

75 歳以上で 20％を超えています。 

「低栄養リスク」は、65～74 歳、80～89 歳で女性が男性の出現率より高くなって

います。 

「口腔機能低下リスク」は、男女とも 75 歳以上で 20％を超えています。 

「閉じこもりリスク」は、65～79 歳では男性、80 歳以上では女性のほうが高くなっ

ています。 

「物忘れリスク」は、「80～84 歳」を除いて男性のほうが高くなっており、男性は前

期高齢者（65～74 歳）で 30％を超えています。 

「うつ傾向リスク」は、65～84 歳で女性のほうが高くなっています。 

 

図表 2.10 リスク別人数及び出現率（性別・年齢階級別） 上段：人/下段：％ 

 男性 女性 

町全体 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳 

以上 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳 

以上 

n=6,228 n=739 n=959 n=664 n=390 n=140 n=22 n=815 n=1,108 n=711 n=465 n=172 n=43 

生活機能 

低下リスク 

41 39 55 35 17 6 17 31 47 61 37 22 

(5.5) (4.1) (8.3) (9.0) (12.1) (27.3) (2.1) (2.8) (6.6) (13.1) (21.5) (51.2) 

運動機能 

低下リスク 

69 80 82 78 43 13 76 134 146 151 70 29 

(9.3) (8.3) (12.3) (20.0) (30.7) (59.1) (9.3) (12.1) (20.5) (32.5) (40.7) (67.4) 

低栄養 

リスク 

14 20 33 16 8 3 31 35 31 22 13 4 

(1.9) (2.1) (5.0) (4.1) (5.7) (13.6) (3.8) (3.2) (4.4) (4.7) (7.6) (9.3) 

口腔機能 

低下リスク 

106 166 136 96 42 8 129 173 156 113 56 18 

(14.3) (17.3) (20.5) (24.6) (30.0) (36.4) (15.8) (15.6) (21.9) (24.3) (32.6) (41.9) 

閉じこもり

リスク 

45 75 72 31 19 5 40 57 50 67 36 20 

(6.1) (7.8) (10.8) (7.9) (13.6) (22.7) (4.9) (5.1) (7.0) (14.4) (20.9) (46.5) 

物忘れ 

リスク 

254 322 245 133 68 13 219 290 246 190 71 25 

(34.4) (33.6) (36.9) (34.1) (48.6) (59.1) (26.9) (26.2) (34.6) (40.9) (41.3) (58.1) 

うつ傾向 

リスク 

158 210 181 117 65 11 179 250 219 178 78 17 

(21.4) (21.9) (27.3) (30.0) (46.4) (50.0) (22.0) (22.6) (30.8) (38.3) (45.3) (39.5) 
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（２）区域・地区別にみた特徴 

地区別にリスク出現率の高い割合をみると、「生活機能低下リスク」は殿ケ谷地区が

9.2％と最も高く、「低栄養リスク」は武蔵野地区が 4.2％と最も高くなっていますが、

それ以外のリスクは全て都営地区が最も高くなっています（運動機能低下リスク

18.4％、口腔機能低下リスク23.1％、閉じこもりリスク10.3％、物忘れリスク40.1％、

うつ傾向リスク 35.7％）。また、都営地区は「生活機能低下リスク」が 7.2％と２番目

に高くなっています。 

２番目に出現率が高い地区は、「運動機能低下リスク」と「閉じこもりリスク」は殿ケ

谷地区、「低栄養リスク」は石畑・武蔵地区、「口腔機能低下リスク」は箱根ケ崎地区、

「物忘れリスク」と「うつ傾向リスク」は長岡地区となっています。 

※地区別の詳細は第３章（P.35～58）に記載しています。 
 

図表 2.11 介護予防事業対象者のリスク別人数及び出現率（区域・地区別） 上段：人/下段：％ 

 
生活機能 

低下リスク 

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向 

リスク 

町全体 
n=6,228 

408 971 230 1,199 517 2,076 1,663 

(6.6) (15.6) (3.7) (19.3) (8.3) (33.3) (26.7) 

瑞穂中学校区域 
n=3,612 

253 574 130 709 309 1,172 968 

(7.0) (15.9) (3.6) (19.6) (8.6) (32.4) (26.8) 

二中区域 
n=2,616 

155 397 100 490 208 904 695 

(5.9) (15.2) (3.8) (18.7) (8.0) (34.6) (26.6) 

殿ケ谷地区 
n=466 

43 80 16 93 44 165 132 

(9.2) (17.2) (3.4) (20.0) (9.4) (35.4) (28.3) 

石畑・武蔵地区 
n=675 

44 111 28 114 56 214 170 

(6.5) (16.4) (4.1) (16.9) (8.3) (31.7) (25.2) 

元狭山地区 
n=1,166 

74 183 37 232 95 400 312 

(6.3) (15.7) (3.2) (19.9) (8.1) (34.3) (26.8) 

箱根ケ崎地区 
n=1,305 

92 200 49 270 114 393 354 

(7.0) (15.3) (3.8) (20.7) (8.7) (30.1) (27.1) 

松原地区 
n=652 

34 92 24 111 43 200 138 

(5.2) (14.1) (3.7) (17.0) (6.6) (30.7) (21.2) 

長岡地区 
n=800 

47 121 28 150 68 285 227 

(5.9) (15.1) (3.5) (18.8) (8.5) (35.6) (28.4) 

都営地区 
n=359 

26 66 14 83 37 144 128 

(7.2) (18.4) (3.9) (23.1) (10.3) (40.1) (35.7) 

武蔵野地区 
n=805 

48 118 34 146 60 275 202 

(6.0) (14.7) (4.2) (18.1) (7.5) (34.2) (25.1) 
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６ 他リスクとの重複 

各リスク該当者が他のリスクと重複している割合をみると、リスク該当者が最も多い

「物忘れリスク」該当者（2,076 人）のうち 42.8％が「うつ傾向リスク」、29.5％が

「口腔機能低下リスク」とそれぞれ重複しています。次に該当者が多い「うつ傾向リス

ク」では、該当者（1,663 人）のうち 53.5％が「物忘れリスク」、37.1％が「口腔機

能低下リスク」、33.0％が「運動機能低下リスク」とそれぞれ重複しています。 

また、「口腔機能低下リスク」該当者（1,199 人）のうち、50％以上が「物忘れリス

ク」「うつ傾向リスク」と重複し、「運動機能低下リスク」該当者（971 人）のうち、50％

以上が「物忘れリスク」「うつ傾向リスク」と重複し、「閉じこもりリスク」該当者（517

人）のうち、50％以上が「物忘れリスク」と重複しています。 

 

図表 2.12-1 他リスクとの重複人数及び割合（町全体） 上段：人 下段：％ 

項目 
生活機能 

低下リスク 

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向

リスク 

生活機能低下リスク 
408 331 74 265 193 343 296 

(100.0) (81.1) (18.1) (65.0) (47.3) (84.1) (72.5) 

運動機能低下リスク 
331 971 92 370 217 516 548 

(34.1) (100.0) (9.5) (38.1) (22.3) (53.1) (56.4) 

低栄養リスク 
74 92 230 98 60 119 123 

(32.2) (40.0) (100.0) (42.6) (26.1) (51.7) (53.5) 

口腔機能低下リスク 
265 370 98 1,199 161 613 617 

(22.1) (30.9) (8.2) (100.0) (13.4) (51.1) (51.5) 

閉じこもりリスク 
193 217 60 161 517 269 256 

(37.3) (42.0) (11.6) (31.1) (100.0) (52.0) (49.5) 

物忘れリスク 
343 516 119 613 269 2,076 889 

(16.5) (24.9) (5.7) (29.5) (13.0) (100.0) (42.8) 

うつ傾向リスク 
296 548 123 617 256 889 1,663 

(17.8) (33.0) (7.4) (37.1) (15.4) (53.5) (100.0) 

 

図表 2.12-2 他リスクとの重複割合（町全体） 

【生活機能低下リスクと他リスクとの重複】 【運動機能低下リスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



第２章 町全体の調査結果 

31 

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

低栄養リスク n=230

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

口腔機能低下リスク n=1,199

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

閉じこもりリスク n=517

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

物忘れリスク n=2,076

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

うつ傾向リスク n=1,663

 

【低栄養リスクと他リスクとの重複】 【口腔機能低下リスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【閉じこもりリスクと他リスクとの重複】 【物忘れリスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【うつ傾向リスクと他リスクとの重複】 
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（％）

第３章 地区別の調査結果 

１ 殿ケ谷地区 

殿ケ谷地区の介護予防事業対象者の出現率は 56.7％と、町全体の割合を 0.6 ポイン

ト下回っています。リスク別の出現率は、「低栄養リスク」を除く全てのリスクで町全体

の割合を上回っており、特に「生活機能低下リスク」は 2.6 ポイント高く、地区別で最

も高くなっています。また、「運動機能低下リスク」「閉じこもりリスク」は地区別で２

番目に高くなっています（P.29 図表 2.11 参照）。 

リスク別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「物忘れリスク」は男性の 90 歳以上

を除いて、全ての年齢階級で 30％を超えています。 

他のリスクとの重複割合をみると、「閉じこもりリスク」は、「生活機能低下リスク」

「運動機能低下リスク」「物忘れリスク」「うつ傾向リスク」との重複割合が 50％以上と

なっています。 

 

図表 3.1-1 介護予防事業対象者出現率及びリスク別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.1-2 リスク別人数及び出現率（性別・年齢階級別） 上段：人/下段：％ 

 男性 女性 

殿ケ谷 
地区 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

n=466 n=65 n=67 n=51 n=28 n=11 n=1 n=54 n=76 n=56 n=38 n=14 n=5 

生活機能 

低下リスク 

5 7 3 2 1 0 2 4 4 8 6 1 

(7.7) (10.4) (5.9) (7.1) (9.1) (0.0) (3.7) (5.3) (7.1) (21.1) (42.9) (20.0) 

運動機能 

低下リスク 

10 12 3 6 3 0 4 7 11 16 5 3 

(15.4) (17.9) (5.9) (21.4) (27.3) (0.0) (7.4) (9.2) (19.6) (42.1) (35.7) (60.0) 

低栄養 

リスク 

1 3 1 2 0 0 2 0 2 2 2 1 

(1.5) (4.5) (2.0) (7.1) (0.0) (0.0) (3.7) (0.0) (3.6) (5.3) (14.3) (20.0) 

口腔機能 

低下リスク 

13 16 8 5 2 0 14 11 7 11 5 1 

(20.0) (23.9) (15.7) (17.9) (18.2) (0.0) (25.9) (14.5) (12.5) (28.9) (35.7) (20.0) 

閉じこもり

リスク 

4 7 5 0 0 0 1 7 4 7 6 3 

(6.2) (10.4) (9.8) (0.0) (0.0) (0.0) (1.9) (9.2) (7.1) (18.4) (42.9) (60.0) 

物忘れ 

リスク 

20 26 17 11 6 0 18 24 20 12 6 5 

(30.8) (38.8) (33.3) (39.3) (54.5) (0.0) (33.3) (31.6) (35.7) (31.6) (42.9) (100.0) 

うつ傾向 

リスク 

12 21 15 9 5 0 15 16 17 14 8 0 

(18.5) (31.3) (29.4) (32.1) (45.5) (0.0) (27.8) (21.1) (30.4) (36.8) (57.1) (0.0) 
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図表 3.1-3.1 他リスクとの重複人数及び割合 上段：人/下段：％ 

項目 
生活機能 

低下リスク 

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向 

リスク 

生活機能低下リスク 
43 36 7 31 23 36 33 

(100.0) (83.7) (16.3) (72.1) (53.5) (83.7) (76.7) 

運動機能低下リスク 
36 80 7 35 23 47 43 

(45.0) (100.0) (8.8) (43.8) (28.8) (58.8) (53.8) 

低栄養リスク 
7 7 16 5 8 13 10 

(43.8) (43.8) (100.0) (31.3) (50.0) (81.3) (62.5) 

口腔機能低下リスク 
31 35 5 93 19 54 55 

(33.3) (37.6) (5.4) (100.0) (20.4) (58.1) (59.1) 

閉じこもりリスク 
23 23 8 19 44 25 22 

(52.3) (52.3) (18.2) (43.2) (100.0) (56.8) (50.0) 

物忘れリスク 
36 47 13 54 25 165 73 

(21.8) (28.5) (7.9) (32.7) (15.2) (100.0) (44.2) 

うつ傾向リスク 
33 43 10 55 22 73 132 

(25.0) (32.6) (7.6) (41.7) (16.7) (55.3) (100.0) 

 

図表 3.1-3.2 他リスクとの重複割合 

【生活機能低下リスクと他リスクとの重複】 【運動機能低下リスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低栄養リスクと他リスクとの重複】 【口腔機能低下リスクと他リスクとの重複】 
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【閉じこもりリスクと他リスクとの重複】 【物忘れリスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【うつ傾向リスクと他リスクとの重複】 
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42.7

57.3

6.6 15.6
3.7

19.3
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16.4
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事業対象者
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リスク

口腔機能
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閉じこもり
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物忘れ

リスク

うつ傾向

リスク

町全体 n=6,228 石畑・武蔵地区 n=675

（％）

２ 石畑・武蔵地区 

石畑・武蔵地区の介護予防事業対象者の出現率は 56.9％と、町全体の割合を 0.4 ポ

イント下回っています。リスク別の出現率は、「運動機能低下リスク」「低栄養リスク」

が町全体の割合を上回っており、「低栄養リスク」は地区別で２番目に高くなっています。

一方、「口腔機能低下リスク」は地区別で最も低くなっています（P.29 図表 2.11 参

照）。 

リスク別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「運動機能低下リスク」は全ての年齢

階級で女性が男性を上回っています。 

他のリスクとの重複割合をみると、「運動機能低下リスク」「低栄養リスク」「閉じこも

りリスク」は、「うつ傾向リスク」との重複割合が 50％以上となっています。 

 

図表 3.2-1 介護予防事業対象者出現率及びリスク別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.2-2 リスク別人数及び出現率（性別・年齢階級別） 上段：人/下段：％ 

 男性 女性 

石畑・ 
武蔵地区 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

n=675 n=94 n=95 n=78 n=37 n=27 n=3 n=80 n=112 n=74 n=54 n=17 n=4 

生活機能 

低下リスク 

5 1 7 5 5 0 0 3 8 4 4 2 

(5.3) (1.1) (9.0) (13.5) (18.5) (0.0) (0.0) (2.7) (10.8) (7.4) (23.5) (50.0) 

運動機能 

低下リスク 

11 9 9 6 10 1 12 14 13 16 8 2 

(11.7) (9.5) (11.5) (16.2) (37.0) (33.3) (15.0) (12.5) (17.6) (29.6) (47.1) (50.0) 

低栄養 

リスク 

3 1 4 1 1 2 2 4 3 6 0 1 

(3.2) (1.1) (5.1) (2.7) (3.7) (66.7) (2.5) (3.6) (4.1) (11.1) (0.0) (25.0) 

口腔機能 

低下リスク 

12 14 13 7 10 0 7 20 12 10 7 2 

(12.8) (14.7) (16.7) (18.9) (37.0) (0.0) (8.8) (17.9) (16.2) (18.5) (41.2) (50.0) 

閉じこもり

リスク 

8 6 5 7 4 0 5 3 6 8 2 2 

(8.5) (6.3) (6.4) (18.9) (14.8) (0.0) (6.3) (2.7) (8.1) (14.8) (11.8) (50.0) 

物忘れ 

リスク 

26 37 28 8 12 2 16 27 27 21 8 2 

(27.7) (38.9) (35.9) (21.6) (44.4) (66.7) (20.0) (24.1) (36.5) (38.9) (47.1) (50.0) 

うつ傾向 

リスク 

25 18 17 11 15 2 14 19 22 20 7 0 

(26.6) (18.9) (21.8) (29.7) (55.6) (66.7) (17.5) (17.0) (29.7) (37.0) (41.2) (0.0) 
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図表 3.2-3.1 他リスクとの重複人数及び割合 上段：人/下段：％ 

項目 
生活機能 

低下リスク 

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向 

リスク 

生活機能低下リスク 
44 34 5 25 24 38 29 

(100.0) (77.3) (11.4) (56.8) (54.5) (86.4) (65.9) 

運動機能低下リスク 
34 111 9 32 22 47 61 

(30.6) (100.0) (8.1) (28.8) (19.8) (42.3) (55.0) 

低栄養リスク 
5 9 28 10 6 10 14 

(17.9) (32.1) (100.0) (35.7) (21.4) (35.7) (50.0) 

口腔機能低下リスク 
25 32 10 114 21 52 51 

(21.9) (28.1) (8.8) (100.0) (18.4) (45.6) (44.7) 

閉じこもりリスク 
24 22 6 21 56 27 29 

(42.9) (39.3) (10.7) (37.5) (100.0) (48.2) (51.8) 

物忘れリスク 
38 47 10 52 27 214 87 

(17.8) (22.0) (4.7) (24.3) (12.6) (100.0) (40.7) 

うつ傾向リスク 
29 61 14 51 29 87 170 

(17.1) (35.9) (8.2) (30.0) (17.1) (51.2) (100.0) 

 

図表 3.2-3.2 他リスクとの重複割合 

【生活機能低下リスクと他リスクとの重複】 【運動機能低下リスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低栄養リスクと他リスクとの重複】 【口腔機能低下リスクと他リスクとの重複】 
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【閉じこもりリスクと他リスクとの重複】 【物忘れリスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【うつ傾向リスクと他リスクとの重複】 
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（％）

３ 元狭山地区 

元狭山地区の介護予防事業対象者の出現率は 58.1％と、町全体の割合を 0.8 ポイン

ト上回っています。リスク別の出現率は、「運動機能低下リスク」「口腔機能低下リスク」

「物忘れリスク」「うつ傾向リスク」が町全体の割合を上回っています。一方、「低栄養

リスク」は地区別で最も低くなっています（P.29 図表 2.11 参照）。 

リスク別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「運動機能低下リスク」は「65～69

歳」を除いて、女性が男性を上回り、「口腔機能低下リスク」は「65～69 歳」「90 歳

以上」を除いて、男性が女性を上回っています。また、「物忘れリスク」は男性は全ての

年齢階級で 30％を超え、女性は 75 歳以上で 30％を超えています。 

他のリスクとの重複割合をみると、「運動機能低下リスク」「口腔機能低下リスク」は、

「うつ傾向リスク」との重複割合が 50％を超え、「運動機能低下リスク」「閉じこもりリ

スク」「うつ傾向リスク」は「物忘れリスク」との重複割合が 50％を超えています。 

 

図表 3.3-1 介護予防事業対象者出現率及びリスク別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図表 3.3-2 リスク別人数及び出現率（性別・年齢階級別） 上段：人/下段：％ 

 男性 女性 

元狭山 
地区 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

n=1,166 n=146 n=186 n=124 n=61 n=22 n=4 n=171 n=209 n=129 n=79 n=27 n=8 

生活機能 

低下リスク 

9 2 13 6 5 0 5 4 7 10 8 5 

(6.2) (1.1) (10.5) (9.8) (22.7) (0.0) (2.9) (1.9) (5.4) (12.7) (29.6) (62.5) 

運動機能 

低下リスク 

15 10 19 11 11 2 14 27 28 26 14 6 

(10.3) (5.4) (15.3) (18.0) (50.0) (50.0) (8.2) (12.9) (21.7) (32.9) (51.9) (75.0) 

低栄養 

リスク 

4 3 3 2 3 0 7 6 4 2 3 0 

(2.7) (1.6) (2.4) (3.3) (13.6) (0.0) (4.1) (2.9) (3.1) (2.5) (11.1) (0.0) 

口腔機能 

低下リスク 

22 35 33 15 7 2 26 34 30 16 8 4 

(15.1) (18.8) (26.6) (24.6) (31.8) (50.0) (15.2) (16.3) (23.3) (20.3) (29.6) (50.0) 

閉じこもり

リスク 

7 14 17 4 6 1 9 10 10 11 3 3 

(4.8) (7.5) (13.7) (6.6) (27.3) (25.0) (5.3) (4.8) (7.8) (13.9) (11.1) (37.5) 

物忘れ 

リスク 

54 66 39 25 16 2 44 52 47 34 14 7 

(37.0) (35.5) (31.5) (41.0) (72.7) (50.0) (25.7) (24.9) (36.4) (43.0) (51.9) (87.5) 

うつ傾向 

リスク 

35 39 38 20 13 1 39 42 40 30 10 5 

(24.0) (21.0) (30.6) (32.8) (59.1) (25.0) (22.8) (20.1) (31.0) (38.0) (37.0) (62.5) 
  



 

42 

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

生活機能低下リスク n=74

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

運動機能低下リスク n=183

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

低栄養リスク n=37

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

口腔機能低下リスク n=232

図表 3.3-3.1 他リスクとの重複人数及び割合 上段：人/下段：％ 

項目 
生活機能 

低下リスク 

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向

リスク 

生活機能低下リスク 
74 58 11 46 29 64 52 

(100.0) (78.4) (14.9) (62.2) (39.2) (86.5) (70.3) 

運動機能低下リスク 
58 183 12 63 36 106 108 

(31.7) (100.0) (6.6) (34.4) (19.7) (57.9) (59.0) 

低栄養リスク 
11 12 37 14 6 15 16 

(29.7) (32.4) (100.0) (37.8) (16.2) (40.5) (43.2) 

口腔機能低下リスク 
46 63 14 232 24 114 122 

(19.8) (27.2) (6.0) (100.0) (10.3) (49.1) (52.6) 

閉じこもりリスク 
29 36 6 24 95 50 40 

(30.5) (37.9) (6.3) (25.3) (100.0) (52.6) (42.1) 

物忘れリスク 
64 106 15 114 50 400 174 

(16.0) (26.5) (3.8) (28.5) (12.5) (100.0) (43.5) 

うつ傾向リスク 
52 108 16 122 40 174 312 

(16.7) (34.6) (5.1) (39.1) (12.8) (55.8) (100.0) 

 

図表 3.3-3.2 他リスクとの重複割合 

【生活機能低下リスクと他リスクとの重複】 【運動機能低下リスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低栄養リスクと他リスクとの重複】 【口腔機能低下リスクと他リスクとの重複】 
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【閉じこもりリスクと他リスクとの重複】 【物忘れリスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【うつ傾向リスクと他リスクとの重複】 
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４ 箱根ケ崎地区 

箱根ケ崎地区の介護予防事業対象者の出現率は 55.7％と、町全体の割合を 1.6 ポイ

ント下回っています。リスク別の出現率は、「生活機能低下リスク」「低栄養リスク」「口

腔機能低下リスク」「閉じこもりリスク」「うつ傾向リスク」が町全体の割合を上回り、

「口腔機能低下リスク」は地区別で２番目に高くなっています。一方、「物忘れリスク」

は地区別で最も低くなっています（P.29 図表 2.11 参照）。 

リスク別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「運動機能低下リスク」は「65～69

歳」を除いて、女性が男性を上回り、「口腔機能低下リスク」は「90 歳以上」を除いて、

女性が男性を上回っています。また、「物忘れリスク」は男女とも全ての年齢階級で 20％

を超え、「80～84 歳」を除いて、男性が女性を上回っています。 

他のリスクとの重複割合をみると、「低栄養リスク」は、「運動機能低下リスク」「口腔

機能低下リスク」「物忘れリスク」「うつ傾向リスク」との重複割合が 50％を超えていま

す。 

 

図表 3.4-1 介護予防事業対象者出現率及びリスク別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 3.4-2 リスク別人数及び出現率（性別・年齢階級別） 上段：人/下段：％ 

 男性 女性 

箱根ケ崎 
地区 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

n=1,305 n=144 n=199 n=137 n=91 n=29 n=5 n=162 n=227 n=151 n=99 n=48 n=13 

生活機能 

低下リスク 

9 11 11 6 4 0 4 7 14 13 7 6 

(6.3) (5.5) (8.0) (6.6) (13.8) (0.0) (2.5) (3.1) (9.3) (13.1) (14.6) (46.2) 

運動機能 

低下リスク 

13 19 14 13 8 2 13 27 33 31 19 8 

(9.0) (9.5) (10.2) (14.3) (27.6) (40.0) (8.0) (11.9) (21.9) (31.3) (39.6) (61.5) 

低栄養 

リスク 

2 3 14 3 2 1 4 7 9 2 1 1 

(1.4) (1.5) (10.2) (3.3) (6.9) (20.0) (2.5) (3.1) (6.0) (2.0) (2.1) (7.7) 

口腔機能 

低下リスク 

20 28 31 26 7 2 29 39 38 32 13 5 

(13.9) (14.1) (22.6) (28.6) (24.1) (40.0) (17.9) (17.2) (25.2) (32.3) (27.1) (38.5) 

閉じこもり

リスク 

7 18 14 7 5 0 8 12 12 13 10 8 

(4.9) (9.0) (10.2) (7.7) (17.2) (0.0) (4.9) (5.3) (7.9) (13.1) (20.8) (61.5) 

物忘れ 

リスク 

43 67 52 28 12 4 38 46 47 37 15 4 

(29.9) (33.7) (38.0) (30.8) (41.4) (80.0) (23.5) (20.3) (31.1) (37.4) (31.3) (30.8) 

うつ傾向 

リスク 

35 44 38 24 14 3 36 51 46 36 21 6 

(24.3) (22.1) (27.7) (26.4) (48.3) (60.0) (22.2) (22.5) (30.5) (36.4) (43.8) (46.2) 
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図表 3.4-3.1 他リスクとの重複人数及び割合 上段：人/下段：％ 

項目 
生活機能 

低下リスク 

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向

リスク 

生活機能低下リスク 
92 78 24 64 51 76 69 

(100.0) (84.8) (26.1) (69.6) (55.4) (82.6) (75.0) 

運動機能低下リスク 
78 200 26 86 58 99 112 

(39.0) (100.0) (13.0) (43.0) (29.0) (49.5) (56.0) 

低栄養リスク 
24 26 49 31 19 27 31 

(49.0) (53.1) (100.0) (63.3) (38.8) (55.1) (63.3) 

口腔機能低下リスク 
64 86 31 270 47 137 137 

(23.7) (31.9) (11.5) (100.0) (17.4) (50.7) (50.7) 

閉じこもりリスク 
51 58 19 47 114 59 66 

(44.7) (50.9) (16.7) (41.2) (100.0) (51.8) (57.9) 

物忘れリスク 
76 99 27 137 59 393 185 

(19.3) (25.2) (6.9) (34.9) (15.0) (100.0) (47.1) 

うつ傾向リスク 
69 112 31 137 66 185 354 

(19.5) (31.6) (8.8) (38.7) (18.6) (52.3) (100.0) 

 

図表 3.4-3.2 他リスクとの重複割合 

【生活機能低下リスクと他リスクとの重複】 【運動機能低下リスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低栄養リスクと他リスクとの重複】 【口腔機能低下リスクと他リスクとの重複】 
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【閉じこもりリスクと他リスクとの重複】 【物忘れリスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【うつ傾向リスクと他リスクとの重複】 
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５ 松原地区 

松原地区の介護予防事業対象者の出現率は 52.5％と地区別で最も低く、町全体の割

合を 4.8 ポイント下回っています。リスク別の出現率は、「低栄養リスク」を除いて町全

体の割合を下回っており、「生活機能低下リスク」「運動機能低下リスク」「閉じこもりリ

スク」「うつ傾向リスク」は地区別で最も低くなっています。特に「うつ傾向リスク」は

5.5 ポイント、町全体より低くなっています（P.29 図表 2.11 参照）。 

リスク別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「物忘れリスク」は男性の「65～69

歳」で 37.2％と 70～79 歳より高くなっています。 

他のリスクとの重複割合をみると、「運動機能低下リスク」は、「物忘れリスク」「うつ

傾向リスク」との重複割合が 50％を超え、「低栄養リスク」は「うつ傾向リスク」との

重複割合が 50％を超え、「閉じこもりリスク」「うつ傾向リスク」は「物忘れリスク」と

の重複割合が 50％以上となっています。 

 

図表 3.5-1 介護予防事業対象者出現率及びリスク別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.5-2 リスク別人数及び出現率（性別・年齢階級別） 上段：人/下段：％ 

 男性 女性 

松原 
地区 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

n=652 n=86 n=118 n=67 n=35 n=7 n=3 n=97 n=134 n=62 n=31 n=8 n=4 

生活機能 

低下リスク 

2 3 5 1 0 3 2 2 4 5 3 4 

(2.3) (2.5) (7.5) (2.9) (0.0) (100.0) (2.1) (1.5) (6.5) (16.1) (37.5) (100.0) 

運動機能 

低下リスク 

4 6 13 8 2 3 8 16 10 13 5 4 

(4.7) (5.1) (19.4) (22.9) (28.6) (100.0) (8.2) (11.9) (16.1) (41.9) (62.5) (100.0) 

低栄養 

リスク 

1 5 4 0 0 0 5 2 4 3 0 0 

(1.2) (4.2) (6.0) (0.0) (0.0) (0.0) (5.2) (1.5) (6.5) (9.7) (0.0) (0.0) 

口腔機能 

低下リスク 

10 24 12 9 3 2 14 15 13 3 4 2 

(11.6) (20.3) (17.9) (25.7) (42.9) (66.7) (14.4) (11.2) (21.0) (9.7) (50.0) (50.0) 

閉じこもり

リスク 

1 8 6 1 0 1 3 9 3 5 4 2 

(1.2) (6.8) (9.0) (2.9) (0.0) (33.3) (3.1) (6.7) (4.8) (16.1) (50.0) (50.0) 

物忘れ 

リスク 

32 31 22 14 1 2 27 28 22 13 4 4 

(37.2) (26.3) (32.8) (40.0) (14.3) (66.7) (27.8) (20.9) (35.5) (41.9) (50.0) (100.0) 

うつ傾向 

リスク 

10 20 18 9 2 3 18 27 16 11 3 1 

(11.6) (16.9) (26.9) (25.7) (28.6) (100.0) (18.6) (20.1) (25.8) (35.5) (37.5) (25.0) 
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図表 3.5-3.1 他リスクとの重複人数及び割合 上段：人/下段：％ 

項目 
生活機能 

低下リスク 

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向

リスク 

生活機能低下リスク 
34 30 5 21 17 27 23 

(100.0) (88.2) (14.7) (61.8) (50.0) (79.4) (67.6) 

運動機能低下リスク 
30 92 9 37 19 52 50 

(32.6) (100.0) (9.8) (40.2) (20.7) (56.5) (54.3) 

低栄養リスク 
5 9 24 10 3 10 13 

(20.8) (37.5) (100.0) (41.7) (12.5) (41.7) (54.2) 

口腔機能低下リスク 
21 37 10 111 15 53 50 

(18.9) (33.3) (9.0) (100.0) (13.5) (47.7) (45.0) 

閉じこもりリスク 
17 19 3 15 43 22 18 

(39.5) (44.2) (7.0) (34.9) (100.0) (51.2) (41.9) 

物忘れリスク 
27 52 10 53 22 200 69 

(13.5) (26.0) (5.0) (26.5) (11.0) (100.0) (34.5) 

うつ傾向リスク 
23 50 13 50 18 69 138 

(16.7) (36.2) (9.4) (36.2) (13.0) (50.0) (100.0) 

 

図表 3.5-3.2 他リスクとの重複割合 

【生活機能低下リスクと他リスクとの重複】 【運動機能低下リスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低栄養リスクと他リスクとの重複】 【口腔機能低下リスクと他リスクとの重複】 
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【閉じこもりリスクと他リスクとの重複】 【物忘れリスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【うつ傾向リスクと他リスクとの重複】 
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６ 長岡地区 

長岡地区の介護予防事業対象者の出現率は 58.9％と、町全体の割合を 1.6 ポイント

上回っています。リスク別の出現率は、「閉じこもりリスク」「物忘れリスク」「うつ傾向

リスク」が町全体の割合を上回り、「物忘れリスク」「うつ傾向リスク」は地区別で２番

目に高くなっています。一方、「生活機能低下リスク」は地区別で２番目に低くなってい

ます（P.29 図表 2.11 参照）。 

リスク別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「低栄養リスク」「運動機能低下リス

ク」は「90 歳以上」を除いて女性が男性を上回っています。「物忘れリスク」は、男性

は「80～84 歳」を除く全ての年齢階級で、女性は 70 歳以上で 30％を上回っていま

す。 

他のリスクとの重複割合をみると、「運動機能低下リスク」「低栄養リスク」「閉じこも

りリスク」は「物忘れリスク」「うつ傾向リスク」との重複割合が 50％を超え、「口腔機

能低下リスク」は「うつ傾向リスク」との重複割合が 50％を超え、「うつ傾向リスク」

は「物忘れリスク」との重複割合が 50％を超えています。 

図表 3.6-1 介護予防事業対象者出現率及びリスク別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図表 3.6-2 リスク別人数及び出現率（性別・年齢階級別） 上段：人/下段：％ 

 男性 女性 

長岡 
地区 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

n=800 n=84 n=126 n=98 n=56 n=11 n=4 n=119 n=137 n=93 n=55 n=15 n=2 

生活機能 

低下リスク 

4 7 7 5 1 3 3 4 2 7 2 2 

(4.8) (5.6) (7.1) (8.9) (9.1) (75.0) (2.5) (2.9) (2.2) (12.7) (13.3) (100.0) 

運動機能 

低下リスク 

4 10 10 14 2 4 11 14 21 22 7 2 

(4.8) (7.9) (10.2) (25.0) (18.2) (100.0) (9.2) (10.2) (22.6) (40.0) (46.7) (100.0) 

低栄養 

リスク 

1 1 4 1 0 0 4 8 5 3 1 0 

(1.2) (0.8) (4.1) (1.8) (0.0) (0.0) (3.4) (5.8) (5.4) (5.5) (6.7) (0.0) 

口腔機能 

低下リスク 

13 22 20 12 3 2 16 22 19 18 1 2 

(15.5) (17.5) (20.4) (21.4) (27.3) (50.0) (13.4) (16.1) (20.4) (32.7) (6.7) (100.0) 

閉じこもり

リスク 

9 9 10 4 2 2 6 7 4 9 5 1 

(10.7) (7.1) (10.2) (7.1) (18.2) (50.0) (5.0) (5.1) (4.3) (16.4) (33.3) (50.0) 

物忘れ 

リスク 

31 45 46 14 7 3 29 47 34 23 5 1 

(36.9) (35.7) (46.9) (25.0) (63.6) (75.0) (24.4) (34.3) (36.6) (41.8) (33.3) (50.0) 

うつ傾向 

リスク 

14 28 28 18 5 2 26 42 33 24 6 1 

(16.7) (22.2) (28.6) (32.1) (45.5) (50.0) (21.8) (30.7) (35.5) (43.6) (40.0) (50.0) 
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図表 3.6-3.1 他リスクとの重複人数及び割合 上段：人/下段：％ 

項目 
生活機能 

低下リスク 

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向

リスク 

生活機能低下リスク 
47 39 7 29 19 43 37 

(100.0) (83.0) (14.9) (61.7) (40.4) (91.5) (78.7) 

運動機能低下リスク 
39 121 11 41 24 73 74 

(32.2) (100.0) (9.1) (33.9) (19.8) (60.3) (61.2) 

低栄養リスク 
7 11 28 9 4 16 16 

(25.0) (39.3) (100.0) (32.1) (14.3) (57.1) (57.1) 

口腔機能低下リスク 
29 41 9 150 14 73 78 

(19.3) (27.3) (6.0) (100.0) (9.3) (48.7) (52.0) 

閉じこもりリスク 
19 24 4 14 68 41 35 

(27.9) (35.3) (5.9) (20.6) (100.0) (60.3) (51.5) 

物忘れリスク 
43 73 16 73 41 285 128 

(15.1) (25.6) (5.6) (25.6) (14.4) (100.0) (44.9) 

うつ傾向リスク 
37 74 16 78 35 128 227 

(16.3) (32.6) (7.0) (34.4) (15.4) (56.4) (100.0) 

 

図表 3.6-3.2 他リスクとの重複割合 

【生活機能低下リスクと他リスクとの重複】 【運動機能低下リスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低栄養リスクと他リスクとの重複】 【口腔機能低下リスクと他リスクとの重複】 
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【閉じこもりリスクと他リスクとの重複】 【物忘れリスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【うつ傾向リスクと他リスクとの重複】 
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リスク

口腔機能
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リスク

物忘れ

リスク

うつ傾向

リスク

町全体 n=6,228 都営地区 n=359

（％）

７ 都営地区 

都営地区の介護予防事業対象者の出現率は 68.5％と地区別で最も高く、町全体の割

合を 11.2 ポイント上回っています。リスク別の出現率は、全てのリスクで町全体の割

合を上回っており、「生活機能低下リスク」「低栄養リスク」を除いて地区別で最も高く

なっています（P.29 図表 2.11 参照）。特に「うつ傾向リスク」は 9.0 ポイント、「物

忘れリスク」は 6.8 ポイント、町全体より高くなっています。 

リスク別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「物忘れリスク」は男性の「90 歳以

上」を除く全ての年齢階級で 30％を超え、女性は「65～69 歳」で 40.0％と 70～79

歳より高くなっています。 

他のリスクとの重複割合をみると、「運動機能低下リスク」「低栄養リスク」「口腔機能

低下リスク」は、「物忘れリスク」「うつ傾向リスク」との重複割合が 50％以上、「閉じ

こもりリスク」は「うつ傾向リスク」との重複割合が 50％を超えています。 

 

図表 3.7-1 介護予防事業対象者出現率及びリスク別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図表 3.7-2 リスク別人数及び出現率（性別・年齢階級別） 上段：人/下段：％ 

 男性 女性 

都営 
地区 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

n=359 n=18 n=37 n=32 n=33 n=17 n=1 n=30 n=54 n=61 n=48 n=25 n=3 

生活機能 

低下リスク 

0 5 3 2 0 0 1 2 4 6 2 1 

(0.0) (13.5) (9.4) (6.1) (0.0) (0.0) (3.3) (3.7) (6.6) (12.5) (8.0) (33.3) 

運動機能 

低下リスク 

1 5 6 5 2 1 5 8 12 12 7 2 

(5.6) (13.5) (18.8) (15.2) (11.8) (100.0) (16.7) (14.8) (19.7) (25.0) (28.0) (66.7) 

低栄養 

リスク 

0 1 1 3 0 0 1 2 2 2 1 1 

(0.0) (2.7) (3.1) (9.1) (0.0) (0.0) (3.3) (3.7) (3.3) (4.2) (4.0) (33.3) 

口腔機能 

低下リスク 

5 6 10 6 7 0 9 6 14 10 9 1 

(27.8) (16.2) (31.3) (18.2) (41.2) (0.0) (30.0) (11.1) (23.0) (20.8) (36.0) (33.3) 

閉じこもり

リスク 

2 7 4 4 0 0 4 2 5 6 3 0 

(11.1) (18.9) (12.5) (12.1) (0.0) (0.0) (13.3) (3.7) (8.2) (12.5) (12.0) (0.0) 

物忘れ 

リスク 

6 12 18 13 11 0 12 16 23 21 11 1 

(33.3) (32.4) (56.3) (39.4) (64.7) (0.0) (40.0) (29.6) (37.7) (43.8) (44.0) (33.3) 

うつ傾向 

リスク 

5 13 10 11 5 0 11 14 20 24 13 2 

(27.8) (35.1) (31.3) (33.3) (29.4) (0.0) (36.7) (25.9) (32.8) (50.0) (52.0) (66.7) 
  



 

54 

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

生活機能低下リスク n=26

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

運動機能低下リスク n=66

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

低栄養リスク n=14

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

口腔機能低下リスク n=83

図表 3.7-3.1 他リスクとの重複人数及び割合 上段：人/下段：％ 

項目 
生活機能 

低下リスク 

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向

リスク 

生活機能低下リスク 
26 20 5 17 11 20 20 

(100.0) (76.9) (19.2) (65.4) (42.3) (76.9) (76.9) 

運動機能低下リスク 
20 66 5 27 14 37 44 

(30.3) (100.0) (7.6) (40.9) (21.2) (56.1) (66.7) 

低栄養リスク 
5 5 14 6 5 10 7 

(35.7) (35.7) (100.0) (42.9) (35.7) (71.4) (50.0) 

口腔機能低下リスク 
17 27 6 83 10 47 48 

(20.5) (32.5) (7.2) (100.0) (12.0) (56.6) (57.8) 

閉じこもりリスク 
11 14 5 10 37 17 23 

(29.7) (37.8) (13.5) (27.0) (100.0) (45.9) (62.2) 

物忘れリスク 
20 37 10 47 17 144 63 

(13.9) (25.7) (6.9) (32.6) (11.8) (100.0) (43.8) 

うつ傾向リスク 
20 44 7 48 23 63 128 

(15.6) (34.4) (5.5) (37.5) (18.0) (49.2) (100.0) 

 

図表 3.7-3.2 他リスクとの重複割合 

【生活機能低下リスクと他リスクとの重複】 【運動機能低下リスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低栄養リスクと他リスクとの重複】 【口腔機能低下リスクと他リスクとの重複】 
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【閉じこもりリスクと他リスクとの重複】 【物忘れリスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【うつ傾向リスクと他リスクとの重複】 
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（％）

８ 武蔵野地区 

武蔵野地区の介護予防事業対象者の出現率は 57.0％と、町全体の割合を 0.3 ポイン

ト下回っています。リスク別の出現率は、「低栄養リスク」「物忘れリスク」は町全体の

割合を上回っており、「低栄養リスク」は地区別で最も高くなっています。一方、「運動

機能低下リスク」「閉じこもりリスク」「うつ傾向リスク」は地区別で２番目に低くなっ

ています（P.29 図表 2.11 参照）。 

リスク別の出現率を性別・年齢階級別にみると、「低栄養リスク」は女性の「65～69

歳」が 5.9％と 70～84 歳より高く、「物忘れリスク」は男性の「65～69 歳」が 41.2％

と他の年齢階級より高くなっています。 

他のリスクとの重複割合をみると、「低栄養リスク」は「物忘れリスク」との重複割合

が 50％を超え、「口腔機能低下リスク」は「物忘れリスク」「うつ傾向リスク」との重複

割合が 50％を超え、「うつ傾向リスク」は「物忘れリスク」との重複割合が 50％を超

えています。 

 

図表 3.8-1 介護予防事業対象者出現率及びリスク別出現率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 3.8-2 リスク別人数及び出現率（性別・年齢階級別） 上段：人/下段：％ 

 男性 女性 

武蔵野 
地区 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳

以上 

n=805 n=102 n=131 n=77 n=49 n=16 n=1 n=102 n=159 n=85 n=61 n=18 n=4 

生活機能 

低下リスク 

7 3 6 8 1 0 0 5 4 8 5 1 

(6.9) (2.3) (7.8) (16.3) (6.3) (0.0) (0.0) (3.1) (4.7) (13.1) (27.8) (25.0) 

運動機能 

低下リスク 

11 9 8 15 5 0 9 21 18 15 5 2 

(10.8) (6.9) (10.4) (30.6) (31.3) (0.0) (8.8) (13.2) (21.2) (24.6) (27.8) (50.0) 

低栄養 

リスク 

2 3 2 4 2 0 6 6 2 2 5 0 

(2.0) (2.3) (2.6) (8.2) (12.5) (0.0) (5.9) (3.8) (2.4) (3.3) (27.8) (0.0) 

口腔機能 

低下リスク 

11 21 9 16 3 0 14 26 23 13 9 1 

(10.8) (16.0) (11.7) (32.7) (18.8) (0.0) (13.7) (16.4) (27.1) (21.3) (50.0) (25.0) 

閉じこもり

リスク 

7 6 11 4 2 1 4 7 6 8 3 1 

(6.9) (4.6) (14.3) (8.2) (12.5) (100.0) (3.9) (4.4) (7.1) (13.1) (16.7) (25.0) 

物忘れ 

リスク 

42 38 23 20 3 0 35 50 26 29 8 1 

(41.2) (29.0) (29.9) (40.8) (18.8) (0.0) (34.3) (31.4) (30.6) (47.5) (44.4) (25.0) 

うつ傾向 

リスク 

22 27 17 15 6 0 20 39 25 19 10 2 

(21.6) (20.6) (22.1) (30.6) (37.5) (0.0) (19.6) (24.5) (29.4) (31.1) (55.6) (50.0) 
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図表 3.8-3.1 他リスクとの重複人数及び割合 上段：人/下段：％ 

項目 
生活機能 

低下リスク 

運動機能 

低下リスク 

低栄養 

リスク 

口腔機能 

低下リスク 

閉じこもり 

リスク 

物忘れ 

リスク 

うつ傾向

リスク 

生活機能低下リスク 
48 36 10 32 19 39 33 

(100.0) (75.0) (20.8) (66.7) (39.6) (81.3) (68.8) 

運動機能低下リスク 
36 118 13 49 21 55 56 

(30.5) (100.0) (11.0) (41.5) (17.8) (46.6) (47.5) 

低栄養リスク 
10 13 34 13 9 18 16 

(29.4) (38.2) (100.0) (38.2) (26.5) (52.9) (47.1) 

口腔機能低下リスク 
32 49 13 146 11 83 76 

(21.9) (33.6) (8.9) (100.0) (7.5) (56.8) (52.1) 

閉じこもりリスク 
19 21 9 11 60 28 23 

(31.7) (35.0) (15.0) (18.3) (100.0) (46.7) (38.3) 

物忘れリスク 
39 55 18 83 28 275 110 

(14.2) (20.0) (6.5) (30.2) (10.2) (100.0) (40.0) 

うつ傾向リスク 
33 56 16 76 23 110 202 

(16.3) (27.7) (7.9) (37.6) (11.4) (54.5) (100.0) 

 

図表 3.8-3.2 他リスクとの重複割合 

【生活機能低下リスクと他リスクとの重複】 【運動機能低下リスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低栄養リスクと他リスクとの重複】 【口腔機能低下リスクと他リスクとの重複】 
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0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

閉じこもりリスク n=60

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

物忘れリスク n=275

0%

25%

50%

75%

100%
生活機能低下

運動機能低下

低栄養

口腔機能低下 閉じこもり

物忘れ

うつ傾向

うつ傾向リスク n=202

【閉じこもりリスクと他リスクとの重複】 【物忘れリスクと他リスクとの重複】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【うつ傾向リスクと他リスクとの重複】 
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13.5

11.6

15.1

11.6

12.0

13.2

17.5

21.5

16.9

41.4

44.5

38.7

40.7

45.6

44.9

35.4

22.4

21.5

37.3

34.2

40.0

37.6

35.6

34.9

39.6

47.4

55.4

5.0

6.9

3.4

8.3

4.2

3.6

4.3

3.2

1.5

2.8

2.8

2.8

1.8

2.6

3.5

3.0

5.4

4.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

ひとり暮らし 65歳以上の高齢者

のみの世帯

子や孫、親族等

との同居世帯

その他 無回答

第４章 日常生活支援事業に関わる設問 

１ 家族構成及び健康状態 

（１）現在の家族構成 

町全体では「65 歳以上の高齢者のみの世帯」が 41.4％と最も高く、「子や孫、親族

等との同居世帯」が 37.3％、「ひとり暮らし」が 13.5％となっています。 

性別では、「ひとり暮らし」は女性が 15.1％と、男性（11.6％）を 3.5 ポイント上

回っています。 

年齢階級別では、「ひとり暮らし」は「85～89 歳」まで年齢階級が上がるにつれ上昇

し、「85～89 歳」では 21.5％となっています。「ひとり暮らし」と「65 歳以上の高齢

者のみの世帯」を合わせた割合は、「80～84 歳」まで 50％を超えています。 

判定別では、「ひとり暮らし」は介護予防事業対象者が 14.3％と、一般高齢者（12.3％）

を 2.0 ポイント上回っています。 

地区別では、「ひとり暮らし」は都営地区が 27.6％と最も高く、２番目に高い箱根ケ

崎地区（14.9％）より 10 ポイント以上高くなっています。「65 歳以上の高齢者のみの

世帯」は武蔵野地区が 48.9％と最も高く、「子や孫、親族等との同居世帯」は殿ケ谷地

区が 44.0％と最も高くなっています。 

 

図表 4.1-1 現在の家族構成（性別・年齢階級別） 
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13.5

13.5

13.8

11.3

14.9

10.7

11.8

27.6

11.6

41.4

32.6

37.8

43.1

37.8

43.7

42.3

44.3

48.9

37.3

44.0

40.9

37.7

39.9

39.0

37.6

18.1

32.4

5.0

5.6

5.5

5.4

5.0

3.2

5.4

6.4

4.3

2.8

4.3

2.1

2.5

2.5

3.4

3.0

3.6

2.7

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

ひとり暮らし 65歳以上の高齢者

のみの世帯

子や孫、親族等

との同居世帯

その他 無回答

13.5

12.3

14.3

41.4

45.2

38.6

37.3

35.9

38.3

5.0

4.9

5.2

2.8

1.7

3.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

ひとり暮らし 65歳以上の高齢者

のみの世帯

子や孫、親族等

との同居世帯

その他 無回答

図表 4.1-2 現在の家族構成（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.1-3 現在の家族構成（地区別） 
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24.6

26.0

23.4

28.4

27.1

21.5

20.4

17.0

15.4

20.3

21.6

19.2

20.6

20.9

19.9

19.6

18.9

18.5

42.7

39.6

45.4

42.2

42.5

43.7

42.6

41.7

43.1

9.1

9.4

8.8

7.1

7.0

10.5

12.5

15.7

15.4

1.4

1.6

1.3

0.9

1.1

1.7

2.7

1.6

3.1

1.9

1.9

1.9

0.8

1.5

2.7

2.2

5.1

4.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

良い まあ良い 普通 あまり良くない 良くない 無回答

（２）現在の健康状態 

町全体では「普通」が 42.7％と最も高く、次いで「良い」が 24.6％、「まあ良い」が

20.3％となっています。「良い」「まあ良い」を合わせた割合は 44.9％となっており、

「あまり良くない」「良くない」を合わせた割合（10.5％）を 34.4 ポイント上回ってい

ます。 

性別では、「良い」「まあ良い」を合わせた割合は、男性が 47.6％と、女性（42.6％）

を 5.0 ポイント上回っています。 

年齢階級別では、「良い」「まあ良い」を合わせた割合は、「65～69 歳」が 49.0％と

最も高く、年齢階級が上がるにつれ低下しています。 

判定別では、「良い」「まあ良い」を合わせた割合は、一般高齢者が 57.0％と、介護予

防事業対象者（36.0％）を 21.0 ポイント上回っており、介護予防事業対象者では「あ

まり良くない」「良くない」を合わせた割合が 16.2％となっています。 

地区別では、「良い」「まあ良い」を合わせた割合は、元狭山地区が 47.4％と最も高く、

都営地区が 38.2％と最も低くなっています。都営地区では「あまり良くない」「良くな

い」を合わせた割合が 18.1％となっています。 

 

図表 4.2-1 現在の健康状態（性別・年齢階級別） 
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24.6

36.5

15.8

20.3

20.5

20.2

42.7

38.9

45.4

9.1

2.6

13.9

1.4

0.3

2.3

1.9

1.2

2.4

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

良い まあ良い 普通 あまり良くない 良くない 無回答

24.6

22.5

25.9

26.2

26.5

24.4

23.9

19.5

22.7

20.3

23.8

17.5

21.2

18.7

20.9

21.9

18.7

20.6

42.7

41.6

42.5

40.7

43.6

43.6

42.9

41.5

44.3

9.1

8.8

11.0

9.3

8.1

8.0

7.6

15.6

8.2

1.4

1.3

1.8

1.0

1.5

1.1

1.4

2.5

1.7

1.9

1.9

1.3

1.6

1.6

2.1

2.4

2.2

2.4

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

良い まあ良い 普通 あまり良くない 良くない 無回答

図表 4.2-2 現在の健康状態（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.2-3 現在の健康状態（地区別） 
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90.8

86.2

94.8

90.5

91.4

89.8

90.9

90.1

100.0

8.2

12.7

4.2

8.8

7.7

8.9

7.7

7.7

1.0

1.1

1.0

0.6

0.9

1.2

1.4

2.2

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

はい いいえ 無回答

２ 人との交流について 

（１）相談できる人の有無 

町全体では「はい（相談できる人がいる）」が 90.8％となっています。 

性別では、「はい」は、女性が 94.8％と、男性（86.2％）を 8.6 ポイント上回ってい

ます。 

年齢階級別では、「はい」は、「90 歳以上」が 100.0％となっているのを除いて、大

きな差はみられません。 

判定別では、「はい」は、一般高齢者が 95.8％と、介護予防事業対象者（87.0％）を

8.8 ポイント上回っています。 

地区別では、「はい」は、都営地区が 85.5％となっているのを除いて、約 90％となっ

ています。 

 

図表 4.3-1 相談できる人がいる（性別・年齢階級別） 
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90.8

95.8

87.0

8.2

4.0

11.3

1.0

0.2

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

はい いいえ 無回答

90.8

90.6

92.0

90.1

91.3

92.6

91.6

85.5

90.2

8.2

8.6

7.4

9.0

7.1

6.7

7.9

12.5

8.7

1.0

0.9

0.6

0.9

1.6

0.6

0.5

1.9

1.1

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

はい いいえ 無回答

図表 4.3-2 相談できる人がいる（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.3-3 相談できる人がいる（地区別） 
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17.6

13.4

21.4

14.0

18.3

18.3

19.9

23.1

16.9

34.1

32.0

35.9

32.3

34.9

34.5

37.2

28.5

26.2

34.3

41.9

27.7

42.1

34.1

31.9

26.1

31.1

32.3

3.5

4.7

2.5

4.4

3.5

2.6

3.4

2.9

6.2

10.4

8.1

12.5

7.1

9.2

12.7

13.5

14.4

18.5

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

困ったときに相談や

助け合いをする

たまに世間話

をする

会えばあいさつ

をする程度

ほとんど付き合い

がない

無回答

（２）近所付き合いの程度 

町全体では「会えばあいさつをする程度」が 34.3％と最も高く、次いで「たまに世間

話をする」が 34.1％、「困ったときに相談や助け合いをする」が 17.6％となっていま

す。 

性別では、「困ったときに相談や助け合いをする」は女性が 21.4％と、男性（13.4％）

を 8.0 ポイント上回り、「たまに世間話をする」は女性が 35.9％と、男性（32.0％）を

3.9 ポイント上回っています。 

年齢階級別では、「困ったときに相談や助け合いをする」は、「85～89 歳」まで概ね

年齢階級が上がるにつれ上昇傾向にあり、「85～89 歳」では 23.1％となっています。 

判定別では「困ったときに相談や助け合いをする」は、一般高齢者が 21.2％と、介護

予防事業対象者（15.0％）を 6.2 ポイント上回り、「たまに世間話をする」は、一般高

齢者が 37.0％と、介護予防事業対象者（31.9％）を 5.1 ポイント上回っています。 

地区別では、「困ったときに相談や助け合いをする」は、石畑・武蔵地区が 21.5％と

最も高く、次いで殿ケ谷地区が 19.7％となっています。一方、松原地区が 13.2％と最

も低く、次いで長岡地区が 15.9％となっています。 

 

図表 4.4-1 近所付き合いの程度（性別・年齢階級別） 
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17.6

21.2

15.0

34.1

37.0

31.9

34.3

29.4

38.0

3.5

2.3

4.5

10.4

10.2

10.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

困ったときに相談や

助け合いをする

たまに世間話

をする

会えばあいさつ

をする程度

ほとんど付き合い

がない

無回答

17.6

19.7

21.5

19.5

17.4

13.2

15.9

17.5

16.4

34.1

33.7

36.7

34.1

36.9

31.1

36.1

26.7

31.1

34.3

31.3

29.5

30.9

32.6

44.2

35.0

38.2

37.6

3.5

5.6

4.1

2.7

2.5

2.3

3.4

5.3

5.0

10.4

9.7

8.1

12.8

10.7

9.2

9.6

12.3

9.9

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

困ったときに相談や

助け合いをする

たまに世間話

をする

会えばあいさつ

をする程度

ほとんど付き合い

がない

無回答

図表 4.4-2 近所付き合いの程度（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.4-3 近所付き合いの程度（地区別） 
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19.8

18.5

21.0

16.2

18.0

17.9

28.0

33.7

35.4

5.4

5.6

5.2

5.6

5.5

4.8

5.1

7.1

3.1

28.5

29.9

27.3

32.8

28.6

27.1

24.9

25.6

16.9

45.6

45.4

45.7

45.2

47.2

49.2

41.4

32.1

44.6

0.7

0.7

0.8

0.3

0.7

1.0

0.6

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

毎食 １週間に半分以上 たまにある ほとんどない 無回答

３ 孤食について 

（１）孤食の有無 

町全体では「ほとんどない」が 45.6％と最も高く、次いで「たまにある」が 28.5％、

「毎食」が 19.8％となっています。 

性別では、「毎食」は、女性が 21.0％と、男性（18.5％）を 2.5 ポイント上回ってい

ます。 

年齢階級別では、「毎食」は、概ね年齢階級が上がるにつれ上昇傾向にあり、「90 歳以

上」では 35.4％となっています。「毎食」と「１週間に半分以上」を合わせた割合は、

「85～89 歳」では 40.8％と最も高くなっています。 

判定別では、「毎食」は、介護予防事業対象者が 22.7％と、一般高齢者（16.0％）を

6.7 ポイント上回っています。 

地区別では、「毎食」は、都営地区が 31.5％と最も高く、次いで殿ケ谷地区が 22.3％

となっています。一方、松原地区が 15.8％と最も低く、次いで武蔵野地区が 17.9％と

なっています。 

 

図表 4.5-1 孤食の有無（性別・年齢階級別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

70 

19.8

16.0

22.7

5.4

4.8

5.8

28.5

28.4

28.6

45.6

50.6

41.8

0.7

0.2

1.1

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

毎食 １週間に半分以上 たまにある ほとんどない 無回答

19.8

22.3

21.2

18.3

20.7

15.8

18.3

31.5

17.9

5.4

5.2

4.7

5.1

5.1

4.9

5.1

8.4

6.0

28.5

27.7

26.8

26.2

27.8

34.0

30.0

24.0

30.9

45.6

44.0

46.4

49.7

45.3

45.2

46.3

35.4

44.3

0.7

0.9

0.9

0.6

1.1

0.4

0.8

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

毎食 １週間に半分以上 たまにある ほとんどない 無回答

図表 4.5-2 孤食の有無（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.5-3 孤食の有無（地区別） 
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10.1

11.4

9.0

6.9

8.8

10.4

14.7

17.6

21.5

86.4

85.4

87.2

91.4

87.8

84.9

80.5

76.6

73.8

3.6

3.3

3.8

1.7

3.4

4.7

4.8

5.8

4.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

ある ない 無回答

（２）孤食による孤独感の有無 

町全体では「ない（１人で食べることに寂しさや孤独を感じていない）」が 86.4％、

「ある（１人で食べることに寂しさや孤独を感じている）」が 10.1％となっています。 

性別では、「ある」は、男性が 11.4％と、女性（9.0％）を 2.4 ポイント上回ってい

ます。 

年齢階級別では、「ある」は、年齢階級が上がるにつれ上昇し、「90 歳以上」では 21.5％

となっています。 

判定別では、「ある」は、介護予防事業対象者が 13.7％と、一般高齢者（5.3％）を

8.4 ポイント上回っています。 

地区別では、「ある」は、殿ケ谷地区が 12.7％と最も高く、次いで都営地区が 12.0％

となっています。一方、石畑・武蔵地区が 8.7％と最も低く、次いで元狭山地区が 9.1％

となっています。 

 

図表 4.6-1 孤食による孤独感の有無（性別・年齢階級別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

72 

10.1

5.3

13.7

86.4

91.7

82.4

3.6

3.0

4.0

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

ある ない 無回答

10.1

12.7

8.7

9.1

10.8

9.4

10.6

12.0

9.2

86.4

83.5

88.0

87.5

84.4

88.3

86.3

83.8

87.7

3.6

3.9

3.3

3.4

4.8

2.3

3.1

4.2

3.1

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

ある ない 無回答

図表 4.6-2 孤食による孤独感の有無（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.6-3 孤食による孤独感の有無（地区別） 
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61.5

60.9

62.0

49.6

57.7

67.3

75.0

80.1

76.9

37.9

38.4

37.5

50.2

41.8

31.9

24.2

18.3

23.1

0.6

0.7

0.5

0.2

0.5

0.8

0.8

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

はい いいえ 無回答

４ 歯の健康について 

（１）義歯の使用状況 

町全体では「はい（義歯を使用している）」が 61.5％となっています。 

性別では、「はい」は、男性が 60.9％、女性が 62.0％と、大きな差はみられません。 

年齢階級別では、「はい」は、年齢階級が上がるにつれ概ね上昇傾向にあり、「85～89

歳」では 80.1％となっています。 

判定別では、「はい」は、介護予防事業対象者が 65.1％と、一般高齢者（56.6％）を

8.5 ポイント上回っています。 

地区別では、「はい」は、都営地区が 70.2％と最も高く、次いで元狭山地区が 63.4％

となっています。一方、松原地区が 57.5％と最も低く、次いで殿ケ谷地区が 58.6％と

なっています。 

 

図表 4.7-1 義歯を使用している（性別・年齢階級別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

74 

61.5

56.6

65.1

37.9

43.3

33.9

0.6

0.1

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

はい いいえ 無回答

61.5

58.6

61.2

63.4

60.0

57.5

61.5

70.2

62.5

37.9

40.8

38.5

36.1

38.7

42.5

38.4

28.7

37.0

0.6

0.6

0.3

0.5

1.3

0.1

1.1

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

はい いいえ 無回答

図表 4.7-2 義歯を使用している（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.7-3 義歯を使用している（地区別） 
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75 

53.9

52.5

55.1

52.0

53.6

57.0

56.4

49.0

33.8

45.5

46.9

44.2

47.7

45.8

42.2

43.0

49.4

66.2

0.6

0.6

0.7

0.3

0.6

0.8

0.6

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

はい いいえ 無回答

（２）１年に１回以上、歯医者に行く 

町全体では「はい（１年に１回以上、歯医者に行く）」が 53.9％となっています。 

性別では、「はい」は、女性が 55.1％と、男性（52.5％）を 2.6 ポイント上回ってい

ます。 

年齢階級別では、「はい」は、「80～84 歳」まで 50％を超え、「85～89 歳」は 49.0％、

「90 歳以上」は 33.8％となっています。 

判定別では、「はい」は、一般高齢者が 57.1％と、介護予防事業対象者（51.5％）を

5.6 ポイント上回っています。 

地区別では、「はい」は、武蔵野地区が 56.8％と最も高く、次いで松原地区が 56.3％

となっています。一方、都営地区が 46.5％と最も低く、次いで長岡地区が 50.3％となっ

ています。 

 

図表 4.8-1 １年に１回以上、歯医者に行く（性別・年齢階級別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

76 

53.9

57.1

51.5

45.5

42.7

47.5

0.6

0.2

1.0

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

はい いいえ 無回答

53.9

51.9

53.0

54.9

55.4

56.3

50.3

46.5

56.8

45.5

47.0

46.4

44.9

43.3

43.7

49.4

52.9

42.6

0.6

1.1

0.6

0.3

1.3

0.4

0.6

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

はい いいえ 無回答

図表 4.8-2 １年に１回以上、歯医者に行く（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.8-3 １年に１回以上、歯医者に行く（地区別） 
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60.3

66.2

55.2

62.5

64.5

61.2

54.7

40.1

26.2

33.7

28.3

38.3

33.1

31.2

32.7

36.6

45.8

50.8

5.2

4.7

5.6

4.1

3.5

5.2

7.7

11.5

21.5

0.8

0.7

0.9

0.3

0.8

0.9

0.9

2.6

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

ない 時々ある よくある 無回答

５ 外出の状況 

（１）外出がおっくうだと感じる 

町全体では「ない（外出がおっくうだと感じることはない）」が 60.3％、「時々ある」

が 33.7％となっています。 

性別では、「ない」は、男性が 66.2％と、女性（55.2％）を 11.0 ポイント上回って

います。 

年齢階級別では、「ない」は、概ね年齢階級が上がるにつれ低下傾向にあり、「90 歳以

上」では 26.2％となっています。「時々ある」と「よくある」を合わせた割合は、85 歳

以上になると 50％を超えています。 

判定別では、「ない」は、一般高齢者が 78.7％と、介護予防事業対象者（46.7％）を

32.0 ポイント上回っています。 

地区別では、「ない」は、松原地区が 64.4％と最も高く、次いで長岡地区が 61.5％と

なっています。一方、都営地区が 54.0％と最も低く、次いで殿ケ谷地区が 57.5％となっ

ています。 

 

図表 4.9-1 外出がおっくうだと感じる（性別・年齢階級別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

78 

60.3

78.7

46.7

33.7

20.6

43.4

5.2

0.4

8.7

0.8

0.3

1.2

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

ない 時々ある よくある 無回答

60.3

57.5

60.3

59.3

61.2

64.4

61.5

54.0

60.2

33.7

34.1

34.7

34.2

32.3

30.2

32.9

37.6

35.7

5.2

6.2

4.6

5.9

5.0

5.2

5.4

7.2

3.2

0.8

2.1

0.4

0.5

1.5

0.2

0.3

1.1

0.9

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

ない 時々ある よくある 無回答

図表 4.9-2 外出がおっくうだと感じる（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.9-3 外出がおっくうだと感じる（地区別） 
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（２）外出がおっくうだと感じる理由 

外出がおっくうだと感じることがある人のうち、その理由について、町全体では、「『出

かけたい』と思える外出先が少ないから」が 48.3％と最も高く、次いで「自身の健康面

に不安があるから」が 23.6％となっています。 

性別では、男女ともに、「『出かけたい』と思える外出先が少ないから」が最も高く、

男性が 54.5％と、女性（44.2％）を 10.3 ポイント上回っています。「公共交通の便が

良くない」は女性が 21.9％と、男性（15.1％）を 6.8 ポイント上回り、「経済的な問

題」は男性が 12.9％と、女性（8.4％）を 4.5 ポイント上回っています。 

年齢階級別では、「80～84 歳」までは「『出かけたい』と思える外出先が少ないから」

が最も高く、85 歳以上になると「自身の健康面に不安があるから」が最も高くなってい

ます。「65～69 歳」「70～74 歳」では「その他」を除いて、「公共交通の便が良くな

い」が２番目に高くなっています。また、「90 歳以上」では「『出かけたい』と思える外

出先が少ないから」と「外出するためには介助や付き添いが必要だから」がともに 31.9％

となっています。 

判定別では、一般高齢者、介護予防事業対象者ともに「『出かけたい』と思える外出先

が少ないから」が最も高くなっています。一般高齢者では「公共交通の便が良くない」

が２番目に高く、介護予防事業対象者では「自身の健康面に不安があるから」が２番目

に高くなっています。 

地区別では、いずれも「『出かけたい』と思える外出先が少ないから」が最も高くなっ

ています。元狭山地区は「公共交通の便が良くない」が 31.2％と２番目に高くなってお

り、他の地区は「自身の健康面に不安があるから」が２番目に高くなっています。 

 

図表 4.10-1 外出がおっくうだと感じる理由（性別・年齢階級別）※複数回答 
上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 男性 女性 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳 

以上 

n=2,419 n=964 n=1,455 n=577 n=717 n=520 n=379 n=179 n=47 

自身の健康面に 

不安があるから 

571 224 347 81 116 136 140 74 24 

(23.6) (23.2) (23.8) (14.0) (16.2) (26.2) (36.9) (41.3) (51.1) 

「出かけたい」と
思える外出先が 

少ないから 

1,168 525 643 317 384 248 146 58 15 

(48.3) (54.5) (44.2) (54.9) (53.6) (47.7) (38.5) (32.4) (31.9) 

経済的な問題 
246 124 122 75 75 53 27 15 1 

(10.2) (12.9) (8.4) (13.0) (10.5) (10.2) (7.1) (8.4) (2.1) 

外出するためには
介助や付き添いが

必要だから 

96 26 70 5 11 14 27 24 15 

(4.0) (2.7) (4.8) (0.9) (1.5) (2.7) (7.1) (13.4) (31.9) 

公共交通の便が 

良くない 

464 146 318 98 134 98 93 36 5 

(19.2) (15.1) (21.9) (17.0) (18.7) (18.8) (24.5) (20.1) (10.6) 

道が狭い、 

歩道がない 

72 29 43 22 19 13 11 7 0 

(3.0) (3.0) (3.0) (3.8) (2.6) (2.5) (2.9) (3.9) (0.0) 

運転免許証を 

返納したから 

178 88 90 12 24 49 57 33 3 

(7.4) (9.1) (6.2) (2.1) (3.3) (9.4) (15.0) (18.4) (6.4) 

その他 
509 154 355 155 186 89 50 21 8 

(21.0) (16.0) (24.4) (26.9) (25.9) (17.1) (13.2) (11.7) (17.0) 

無回答 
86 32 54 15 21 26 14 8 2 

(3.6) (3.3) (3.7) (2.6) (2.9) (5.0) (3.7) (4.5) (4.3) 
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図表 4.10-2 外出がおっくうだと感じる理由（判定別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 一般高齢者 介護予防事業対象者 

n=2,419 n=558 n=1,861 

自身の健康面に 

不安があるから 

571 37 534 

(23.6) (6.6) (28.7) 

「出かけたい」と思える 

外出先が少ないから 

1,168 300 868 

(48.3) (53.8) (46.6) 

経済的な問題 
246 37 209 

(10.2) (6.6) (11.2) 

外出するためには介助や 

付き添いが必要だから 

96 2 94 

(4.0) (0.4) (5.1) 

公共交通の便が良くない 
464 98 366 

(19.2) (17.6) (19.7) 

道が狭い、歩道がない 
72 10 62 

(3.0) (1.8) (3.3) 

運転免許証を返納したから 
178 21 157 

(7.4) (3.8) (8.4) 

その他 
509 151 358 

(21.0) (27.1) (19.2) 

無回答 
86 21 65 

(3.6) (3.8) (3.5) 

 

 

図表 4.10-3 外出がおっくうだと感じる理由（地区別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 

殿ケ谷 

地区 

石畑・ 

武蔵地区 

元狭山 

地区 

箱根ケ崎 

地区 
松原地区 長岡地区 都営地区 

武蔵野 

地区 

n=2,419 n=188 n=265 n=468 n=487 n=231 n=306 n=161 n=313 

自身の健康面に 

不安があるから 

571 60 59 104 119 49 70 41 69 

(23.6) (31.9) (22.3) (22.2) (24.4) (21.2) (22.9) (25.5) (22.0) 

「出かけたい」と
思える外出先が 
少ないから 

1,168 92 143 207 234 107 147 76 162 

(48.3) (48.9) (54.0) (44.2) (48.0) (46.3) (48.0) (47.2) (51.8) 

経済的な問題 
246 22 19 48 49 18 34 25 31 

(10.2) (11.7) (7.2) (10.3) (10.1) (7.8) (11.1) (15.5) (9.9) 

外出するためには
介助や付き添いが

必要だから 

96 11 10 14 25 6 14 5 11 

(4.0) (5.9) (3.8) (3.0) (5.1) (2.6) (4.6) (3.1) (3.5) 

公共交通の便が 

良くない 

464 27 37 146 76 44 54 23 57 

(19.2) (14.4) (14.0) (31.2) (15.6) (19.0) (17.6) (14.3) (18.2) 

道が狭い、 

歩道がない 

72 5 8 23 20 5 4 4 3 

(3.0) (2.7) (3.0) (4.9) (4.1) (2.2) (1.3) (2.5) (1.0) 

運転免許証を 

返納したから 

178 11 26 28 37 10 25 15 26 

(7.4) (5.9) (9.8) (6.0) (7.6) (4.3) (8.2) (9.3) (8.3) 

その他 
509 40 58 89 93 58 72 27 72 

(21.0) (21.3) (21.9) (19.0) (19.1) (25.1) (23.5) (16.8) (23.0) 

無回答 
86 6 11 17 19 8 9 9 7 

(3.6) (3.2) (4.2) (3.6) (3.9) (3.5) (2.9) (5.6) (2.2) 
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43.2

42.8

43.6

38.0

40.4

45.9

50.2

55.1

53.8

55.8

56.5

55.2

61.5

58.4

53.0

49.0

43.3

46.2

0.9

0.7

1.2

0.5

1.2

1.1

0.8

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

はい いいえ 無回答

６ 物忘れの状況 

（１）探し物をすることや物忘れ 

町全体では「はい（探し物をすることや物忘れが多くなったと感じる）」が 43.2％、

「いいえ」が 55.8％となっています。 

性別では、「はい」は、男性が 42.8％、女性が 43.6％と、大きな差はみられません。 

年齢階級別では、「はい」は、概ね年齢階級が上がるにつれ上昇傾向にあり、80 歳以

上になると 50％を超えています。 

判定別では、「はい」は、介護予防事業対象者が 55.6％と、一般高齢者（26.6％）を

29.0 ポイント上回っています。 

地区別では、「はい」は、石畑・武蔵地区が47.6％と最も高く、次いで都営地区が45.7％

となっています。一方、松原地区が 39.3％と最も低く、次いで元狭山地区が 41.8％と

なっています。 

 

図表 4.11-1 探し物をすることや物忘れが多くなった（性別・年齢階級別） 
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43.2

26.6

55.6

55.8

72.9

43.1

0.9

0.5

1.3

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

はい いいえ 無回答

43.2

44.8

47.6

41.8

44.0

39.3

43.0

45.7

42.0

55.8

53.4

52.0

57.5

54.6

60.0

56.9

52.9

56.9

0.9

1.7

0.4

0.8

1.5

0.8

0.1

1.4

1.1

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

はい いいえ 無回答

図表 4.11-2 探し物をすることや物忘れが多くなった（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.11-3 探し物をすることや物忘れが多くなった（地区別） 
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７ スマートフォン等の使用状況 

（１）スマートフォン等の所持状況 

町全体では、「スマートフォン」が 50.3％と最も高く、「パソコン」が 23.3％、「持っ

ていない」が 31.1％となっています。 

性別では、男女ともに、「スマートフォン」が最も高く、男性が 53.2％と、女性（47.7％）

を 5.5 ポイント上回っています。「パソコン」は男性が 35.7％と、女性（12.5％）を

23.2 ポイント上回り、「持っていない」は女性が 33.8％と、男性（28.1％）を 5.7 ポ

イント上回っています。 

年齢階級別では、「スマートフォン等を持っている割合」※は、年齢階級が上がるにつ

れ低下しており、「65～69 歳」では 86.7％と最も高く、80 歳以上になると 50％を

下回っています。 

判定別では、「スマートフォン等を持っている割合」は、一般高齢者が 75.3％と、介

護予防事業対象者（60.2％）を 15.1 ポイント上回っています。 

地区別では、「スマートフォン等を持っている割合」は、松原地区が 73.4％と最も高

く、次いで武蔵野地区が 69.6％となっています。一方、都営地区が 49.6％と最も低く、

次いで殿ケ谷地区が 59.3％となっています。 

 
※「スマートフォン等を持っている割合」は 100.0％から「持っていない」と「無回答」の割合を引いたも

のです。 
 

図表 4.12-1 スマートフォン等の所持状況（性別・年齢階級別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 男性 女性 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳 

以上 

n=6,228 n=2,914 n=3,314 n=1,554 n=2,067 n=1,375 n=855 n=312 n=65 

タブレット 
659 367 292 260 232 109 49 8 1 

(10.6) (12.6) (8.8) (16.7) (11.2) (7.9) (5.7) (2.6) (1.5) 

スマートフォン 
3,133 1,551 1,582 1,134 1,171 552 225 46 5 

(50.3) (53.2) (47.7) (73.0) (56.7) (40.1) (26.3) (14.7) (7.7) 

高齢者向けの 

簡単なスマートフォン 

774 301 473 154 277 187 127 24 5 

(12.4) (10.3) (14.3) (9.9) (13.4) (13.6) (14.9) (7.7) (7.7) 

パソコン 
1,454 1,040 414 562 525 245 89 30 3 

(23.3) (35.7) (12.5) (36.2) (25.4) (17.8) (10.4) (9.6) (4.6) 

持っていない 
1,939 820 1,119 198 498 533 445 213 52 

(31.1) (28.1) (33.8) (12.7) (24.1) (38.8) (52.0) (68.3) (80.0) 

無回答 
140 56 84 10 37 46 27 17 3 

(2.2) (1.9) (2.5) (0.6) (1.8) (3.3) (3.2) (5.4) (4.6) 

スマートフォン等を

持っている割合 
(66.7) (70.0) (63.7) (86.7) (74.1) (57.9) (44.8) (26.3) (15.4) 
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図表 4.12-2 スマートフォン等の所持状況（判定別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 一般高齢者 介護予防事業対象者 

n=6,228 n=2,657 n=3,571 

タブレット 
659 324 335 

(10.6) (12.2) (9.4) 

スマートフォン 
3,133 1,575 1,558 

(50.3) (59.3) (43.6) 

高齢者向けの 

簡単なスマートフォン 

774 314 460 

(12.4) (11.8) (12.9) 

パソコン 
1,454 764 690 

(23.3) (28.8) (19.3) 

持っていない 
1,939 628 1,311 

(31.1) (23.6) (36.7) 

無回答 
140 30 110 

(2.2) (1.1) (3.1) 

スマートフォン等を 

持っている割合 
(66.7) (75.3) (60.2) 

 

 

図表 4.12-3 スマートフォン等の所持状況（地区別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 

殿ケ谷 

地区 

石畑・ 

武蔵地区 

元狭山 

地区 

箱根ケ崎 

地区 
松原地区 長岡地区 都営地区 

武蔵野 

地区 

n=6,228 n=466 n=675 n=1,166 n=1,305 n=652 n=800 n=359 n=805 

タブレット 
659 33 67 125 146 95 83 18 92 

(10.6) (7.1) (9.9) (10.7) (11.2) (14.6) (10.4) (5.0) (11.4) 

スマートフォン 
3,133 196 343 616 655 377 407 127 412 

(50.3) (42.1) (50.8) (52.8) (50.2) (57.8) (50.9) (35.4) (51.2) 

高齢者向けの 

簡単なスマートフォン 

774 64 70 156 165 69 110 39 101 

(12.4) (13.7) (10.4) (13.4) (12.6) (10.6) (13.8) (10.9) (12.5) 

パソコン 
1,454 88 161 255 279 205 189 41 236 

(23.3) (18.9) (23.9) (21.9) (21.4) (31.4) (23.6) (11.4) (29.3) 

持っていない 
1,939 173 223 348 403 155 238 174 225 

(31.1) (37.1) (33.0) (29.8) (30.9) (23.8) (29.8) (48.5) (28.0) 

無回答 
140 17 13 19 35 18 12 7 19 

(2.2) (3.6) (1.9) (1.6) (2.7) (2.8) (1.5) (1.9) (2.4) 

スマートフォン等を 

持っている割合 
(66.7) (59.3) (65.1) (68.6) (66.4) (73.4) (68.7) (49.6) (69.6) 
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（２）使用しているアプリ 

スマートフォン等を持っている人のうち、使用しているアプリについて、町全体では、

「LINE（ライン）」が 73.1％と最も高く、次いで「YouTube（ユーチューブ）」が 26.0％

となっています。 

性別では、男女ともに、「LINE（ライン）」が最も高く、女性が 78.9％と、男性（66.7％）

を 12.2 ポイント上回っています。「LINE（ライン）」を除いて、いずれも男性が女性を

上回り、特に「YouTube（ユーチューブ）」は男性が 30.8％と、女性（21.7％）を 9.1

ポイント上回っています。 

年齢階級別では、全ての年齢階級で「LINE（ライン）」が最も高く、「65～69 歳」で

は 81.4％となっており、年齢階級が上がるにつれ低下しています。 

判定別では、一般高齢者、介護予防事業対象者ともに「LINE（ライン）」が最も高く、

一般高齢者が 78.3％と、介護予防事業対象者（68.3％）を 10.0 ポイント上回ってい

ます。 

地区別では、いずれも「LINE（ライン）」が最も高く、武蔵野地区が 77.7％と最も高

く、次いで松原地区が 76.1％となっています。 

 

図表 4.13-1 使用しているアプリ（性別・年齢階級別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 男性 女性 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳 

以上 

n=3,958 n=1,882 n=2,076 n=1,309 n=1,465 n=742 n=360 n=72 n=10 

LINE 
（ライン） 

2,895 1,256 1,639 1,066 1,115 477 202 30 5 

(73.1) (66.7) (78.9) (81.4) (76.1) (64.3) (56.1) (41.7) (50.0) 

Facebook 
（フェイスブック） 

240 172 68 96 98 36 10 0 0 

(6.1) (9.1) (3.3) (7.3) (6.7) (4.9) (2.8) (0.0) (0.0) 

Instagram 
（インスタグラム） 

139 69 70 72 45 17 5 0 0 

(3.5) (3.7) (3.4) (5.5) (3.1) (2.3) (1.4) (0.0) (0.0) 

Twitter 
（ツイッター） 

131 85 46 60 42 19 9 1 0 

(3.3) (4.5) (2.2) (4.6) (2.9) (2.6) (2.5) (1.4) (0.0) 

YouTube 
（ユーチューブ） 

1,030 580 450 442 373 155 50 7 3 

(26.0) (30.8) (21.7) (33.8) (25.5) (20.9) (13.9) (9.7) (30.0) 

Zoom 
（ズーム） 

236 127 109 91 91 36 14 3 1 

(6.0) (6.7) (5.3) (7.0) (6.2) (4.9) (3.9) (4.2) (10.0) 

Skype 
（スカイプ） 

61 37 24 25 25 4 5 2 0 

(1.5) (2.0) (1.2) (1.9) (1.7) (0.5) (1.4) (2.8) (0.0) 

その他 
399 223 176 99 150 78 54 15 3 

(10.1) (11.8) (8.5) (7.6) (10.2) (10.5) (15.0) (20.8) (30.0) 

無回答 
595 314 281 115 188 165 97 27 3 

(15.0) (16.7) (13.5) (8.8) (12.8) (22.2) (26.9) (37.5) (30.0) 
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図表 4.13-2 使用しているアプリ（判定別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 一般高齢者 介護予防事業対象者 

n=3,958 n=1,916 n=2,042 

LINE 
（ライン） 

2,895 1,501 1,394 

(73.1) (78.3) (68.3) 

Facebook 
（フェイスブック） 

240 122 118 

(6.1) (6.4) (5.8) 

Instagram 
（インスタグラム） 

139 78 61 

(3.5) (4.1) (3.0) 

Twitter 
（ツイッター） 

131 74 57 

(3.3) (3.9) (2.8) 

YouTube 
（ユーチューブ） 

1,030 524 506 

(26.0) (27.3) (24.8) 

Zoom 
（ズーム） 

236 129 107 

(6.0) (6.7) (5.2) 

Skype 
（スカイプ） 

61 33 28 

(1.5) (1.7) (1.4) 

その他 
399 169 230 

(10.1) (8.8) (11.3) 

無回答 
595 236 359 

(15.0) (12.3) (17.6) 

 

 

図表 4.13-3 使用しているアプリ（地区別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 

殿ケ谷 

地区 

石畑・ 

武蔵地区 

元狭山 

地区 

箱根ケ崎 

地区 
松原地区 長岡地区 都営地区 

武蔵野 

地区 

n=3,958 n=262 n=420 n=775 n=828 n=456 n=527 n=166 n=524 

LINE 
（ライン） 

2,895 169 298 577 598 347 389 110 407 

(73.1) (64.5) (71.0) (74.5) (72.2) (76.1) (73.8) (66.3) (77.7) 

Facebook 
（フェイスブック） 

240 16 23 42 59 31 27 8 34 

(6.1) (6.1) (5.5) (5.4) (7.1) (6.8) (5.1) (4.8) (6.5) 

Instagram 
（インスタグラム） 

139 6 14 29 38 23 12 3 14 

(3.5) (2.3) (3.3) (3.7) (4.6) (5.0) (2.3) (1.8) (2.7) 

Twitter 
（ツイッター） 

131 10 15 28 27 15 14 3 19 

(3.3) (3.8) (3.6) (3.6) (3.3) (3.3) (2.7) (1.8) (3.6) 

YouTube 
（ユーチューブ） 

1,030 70 109 196 192 137 136 31 159 

(26.0) (26.7) (26.0) (25.3) (23.2) (30.0) (25.8) (18.7) (30.3) 

Zoom 
（ズーム） 

236 5 26 46 53 39 30 3 34 

(6.0) (1.9) (6.2) (5.9) (6.4) (8.6) (5.7) (1.8) (6.5) 

Skype 
（スカイプ） 

61 4 7 11 14 7 4 1 13 

(1.5) (1.5) (1.7) (1.4) (1.7) (1.5) (0.8) (0.6) (2.5) 

その他 
399 34 45 75 89 51 42 16 47 

(10.1) (13.0) (10.7) (9.7) (10.7) (11.2) (8.0) (9.6) (9.0) 

無回答 
595 58 69 118 124 49 83 36 58 

(15.0) (22.1) (16.4) (15.2) (15.0) (10.7) (15.7) (21.7) (11.1) 
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24.6

22.5

26.5

25.5

26.1

25.8

21.9

15.4

7.7

68.3

71.3

65.6

70.3

68.4

65.6

66.9

70.8

80.0

7.1

6.2

7.9

4.2

5.5

8.6

11.2

13.8

12.3

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

はい いいえ 無回答

（３）スマートフォン等の使い方教室等の参加意向 

町全体では「はい（スマートフォン等の使い方教室等に参加したい）」が 24.6％となっ

ています。 

性別では、「はい」は、女性が 26.5％と、男性（22.5％）を 4.0 ポイント上回ってい

ます。 

年齢階級別では、「はい」は、「75～79 歳」までは 26％程度となっていますが、80

歳以上になると低下し、「90 歳以上」では 7.7％となっています。 

判定別では、「はい」は、一般高齢者が 23.9％、介護予防事業対象者が 25.1％となっ

ています。 

地区別では、「はい」は、箱根ケ崎地区が 27.4％と最も高く、次いで都営地区が 25.9％

となっています。一方、殿ケ谷地区が21.5％と最も低く、次いで石畑・武蔵地区が21.9％

となっています。 

 

図表 4.14-1 スマートフォン等の使い方教室等に参加したい（性別・年齢階級別） 
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24.6

23.9

25.1

68.3

71.8

65.6

7.1

4.3

9.2

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

はい いいえ 無回答

24.6

21.5

21.9

23.1

27.4

25.3

25.3

25.9

24.6

68.3

69.3

71.6

70.2

64.9

68.3

67.9

65.5

69.3

7.1

9.2

6.5

6.8

7.7

6.4

6.9

8.6

6.1

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

はい いいえ 無回答

図表 4.14-2 スマートフォン等の使い方教室等に参加したい（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.14-3 スマートフォン等の使い方教室等に参加したい（地区別） 
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８ 日常生活の手助けについて 

（１）日常生活の手助けをしてほしいこと 

町全体では、「庭の手入れ」が 7.7％と最も高く、次いで「家具の移動」が 6.6％、「電

球の取り換え」が 6.4％となっています。また、「特にない」は 70.9%となっています。 

性別では、「何らかの手助けをしてほしい割合」※は、女性が 25.3％と、男性（15.6％）

を 9.7 ポイント上回っています。また、ほとんどの項目で女性が男性を上回り、「電球の

取り換え」は 8.0 ポイント、「家具の移動」は 6.6 ポイント上回っています。 

年齢階級別では、「何らかの手助けをしてほしい割合」は年齢階級が上がるにつれ上昇

し、「90 歳以上」では 46.2％となっています。 

判定別では、「何らかの手助けをしてほしい割合」は、介護予防事業対象者が 27.7％

と、一般高齢者（11.5％）を 16.2 ポイント上回っています。介護予防事業対象者では、

「庭の手入れ」が 10.0％と最も高くなっています。 

地区別では、「何らかの手助けをしてほしい割合」は、都営地区が 27.6％と最も高く、

「電球の取り換え」（12.0％）、「家具の移動」（9.7％）などとなっています。次いで殿

ケ谷地区が 24.1％となっており、「庭の手入れ」（9.7％）、「家具の移動」（7.3％）など

となっています。一方、武蔵野地区が 17.1％と最も低く、次いで松原地区が 17.5％と

なっています。 

家族形態別では、「何らかの手助けをしてほしい割合」は、「ひとり暮らし」が 33.5％

と最も高く、「庭の手入れ」（11.8％）、「電球の取り換え」（11.1％）、「買物」（7.4％）、

「車での送迎」（7.0％）などとなっています。次いで「子や孫、親族等との同居世帯」

が 20.2％となっており、「庭の手入れ」（8.0％）、「家具の移動」（6.9％）、「電球の取り

換え」（6.5％）などとなっています。 

 
※「何らかの手助けをしてほしい割合」は 100.0％から「特にない」と「無回答」の割合を引いたものです。 
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図表 4.15-1 日常生活の手助けをしてほしいこと（性別・年齢階級別）※複数回答 
 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 男性 女性 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳 

以上 

n=6,228 n=2,914 n=3,314 n=1,554 n=2,067 n=1,375 n=855 n=312 n=65 

買物 
281 95 186 29 39 68 81 49 15 

(4.5) (3.3) (5.6) (1.9) (1.9) (4.9) (9.5) (15.7) (23.1) 

ゴミ出し 
102 40 62 11 22 24 27 11 7 

(1.6) (1.4) (1.9) (0.7) (1.1) (1.7) (3.2) (3.5) (10.8) 

部屋の掃除 
216 98 118 32 50 44 55 26 9 

(3.5) (3.4) (3.6) (2.1) (2.4) (3.2) (6.4) (8.3) (13.8) 

布団干し 
224 58 166 23 45 50 65 27 14 

(3.6) (2.0) (5.0) (1.5) (2.2) (3.6) (7.6) (8.7) (21.5) 

炊事・洗濯 
110 58 52 17 22 25 31 9 6 

(1.8) (2.0) (1.6) (1.1) (1.1) (1.8) (3.6) (2.9) (9.2) 

電球の取り換え 
397 62 335 40 101 111 90 45 10 

(6.4) (2.1) (10.1) (2.6) (4.9) (8.1) (10.5) (14.4) (15.4) 

家具の移動 
412 89 323 52 121 108 89 31 11 

(6.6) (3.1) (9.7) (3.3) (5.9) (7.9) (10.4) (9.9) (16.9) 

庭の手入れ 
482 168 314 92 125 110 109 39 7 

(7.7) (5.8) (9.5) (5.9) (6.0) (8.0) (12.7) (12.5) (10.8) 

見守りや声かけ 
69 12 57 2 8 17 27 11 4 

(1.1) (0.4) (1.7) (0.1) (0.4) (1.2) (3.2) (3.5) (6.2) 

話し相手 
148 62 86 17 31 35 43 14 8 

(2.4) (2.1) (2.6) (1.1) (1.5) (2.5) (5.0) (4.5) (12.3) 

外出の同行 
116 40 76 9 18 16 41 22 10 

(1.9) (1.4) (2.3) (0.6) (0.9) (1.2) (4.8) (7.1) (15.4) 

通院の付き添い 
192 66 126 14 29 33 70 32 14 

(3.1) (2.3) (3.8) (0.9) (1.4) (2.4) (8.2) (10.3) (21.5) 

車での送迎 
277 80 197 28 40 75 84 41 9 

(4.4) (2.7) (5.9) (1.8) (1.9) (5.5) (9.8) (13.1) (13.8) 

自主グループの 

立ち上げ・運営 

25 12 13 2 6 9 7 1 0 

(0.4) (0.4) (0.4) (0.1) (0.3) (0.7) (0.8) (0.3) (0.0) 

特にない 
4,416 2,211 2,205 1,243 1,558 948 476 164 27 

(70.9) (75.9) (66.5) (80.0) (75.4) (68.9) (55.7) (52.6) (41.5) 

その他 
125 53 72 26 30 23 25 18 3 

(2.0) (1.8) (2.2) (1.7) (1.5) (1.7) (2.9) (5.8) (4.6) 

無回答 
518 247 271 103 185 119 80 23 8 

(8.3) (8.5) (8.2) (6.6) (9.0) (8.7) (9.4) (7.4) (12.3) 

何らかの手助けを 

してほしい割合 
(20.8) (15.6) (25.3) (13.4) (15.6) (22.4) (34.9) (40.0) (46.2) 
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図表 4.15-2 日常生活の手助けをしてほしいこと（判定別）※複数回答 
                                 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 一般高齢者 介護予防事業対象者 

n=6,228 n=2,657 n=3,571 

買物 
281 43 238 

(4.5) (1.6) (6.7) 

ゴミ出し 
102 14 88 

(1.6) (0.5) (2.5) 

部屋の掃除 
216 30 186 

(3.5) (1.1) (5.2) 

布団干し 
224 35 189 

(3.6) (1.3) (5.3) 

炊事・洗濯 
110 13 97 

(1.8) (0.5) (2.7) 

電球の取り換え 
397 92 305 

(6.4) (3.5) (8.5) 

家具の移動 
412 109 303 

(6.6) (4.1) (8.5) 

庭の手入れ 
482 124 358 

(7.7) (4.7) (10.0) 

見守りや声かけ 
69 5 64 

(1.1) (0.2) (1.8) 

話し相手 
148 17 131 

(2.4) (0.6) (3.7) 

外出の同行 
116 12 104 

(1.9) (0.5) (2.9) 

通院の付き添い 
192 13 179 

(3.1) (0.5) (5.0) 

車での送迎 
277 38 239 

(4.4) (1.4) (6.7) 

自主グループの 

立ち上げ・運営 

25 6 19 

(0.4) (0.2) (0.5) 

特にない 
4,416 2,134 2,282 

(70.9) (80.3) (63.9) 

その他 
125 35 90 

(2.0) (1.3) (2.5) 

無回答 
518 219 299 

(8.3) (8.2) (8.4) 

何らかの手助けを 

してほしい割合 
(20.8) (11.5) (27.7) 
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図表 4.15-3 日常生活の手助けをしてほしいこと（地区別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 

殿ケ谷 

地区 

石畑・ 

武蔵地区 

元狭山 

地区 

箱根ケ崎 

地区 
松原地区 長岡地区 都営地区 

武蔵野 

地区 

n=6,228 n=466 n=675 n=1,166 n=1,305 n=652 n=800 n=359 n=805 

買物 
281 26 28 47 68 16 39 20 37 

(4.5) (5.6) (4.1) (4.0) (5.2) (2.5) (4.9) (5.6) (4.6) 

ゴミ出し 
102 12 7 21 25 3 15 8 11 

(1.6) (2.6) (1.0) (1.8) (1.9) (0.5) (1.9) (2.2) (1.4) 

部屋の掃除 
216 24 23 40 43 8 33 21 24 

(3.5) (5.2) (3.4) (3.4) (3.3) (1.2) (4.1) (5.8) (3.0) 

布団干し 
224 28 33 38 47 7 33 15 23 

(3.6) (6.0) (4.9) (3.3) (3.6) (1.1) (4.1) (4.2) (2.9) 

炊事・洗濯 
110 10 9 24 24 5 15 10 13 

(1.8) (2.1) (1.3) (2.1) (1.8) (0.8) (1.9) (2.8) (1.6) 

電球の取り換え 
397 30 47 64 89 27 49 43 48 

(6.4) (6.4) (7.0) (5.5) (6.8) (4.1) (6.1) (12.0) (6.0) 

家具の移動 
412 34 44 55 92 41 64 35 47 

(6.6) (7.3) (6.5) (4.7) (7.0) (6.3) (8.0) (9.7) (5.8) 

庭の手入れ 
482 45 63 88 103 52 62 18 51 

(7.7) (9.7) (9.3) (7.5) (7.9) (8.0) (7.8) (5.0) (6.3) 

見守りや声かけ 
69 7 5 11 16 4 11 6 9 

(1.1) (1.5) (0.7) (0.9) (1.2) (0.6) (1.4) (1.7) (1.1) 

話し相手 
148 14 13 36 30 10 18 10 17 

(2.4) (3.0) (1.9) (3.1) (2.3) (1.5) (2.3) (2.8) (2.1) 

外出の同行 
116 14 13 22 27 4 16 5 15 

(1.9) (3.0) (1.9) (1.9) (2.1) (0.6) (2.0) (1.4) (1.9) 

通院の付き添い 
192 27 25 32 49 10 20 12 17 

(3.1) (5.8) (3.7) (2.7) (3.8) (1.5) (2.5) (3.3) (2.1) 

車での送迎 
277 25 29 60 48 20 41 17 37 

(4.4) (5.4) (4.3) (5.1) (3.7) (3.1) (5.1) (4.7) (4.6) 

自主グループの 

立ち上げ・運営 

25 2 4 3 5 1 5 2 3 

(0.4) (0.4) (0.6) (0.3) (0.4) (0.2) (0.6) (0.6) (0.4) 

特にない 
4,416 325 466 836 914 486 559 236 594 

(70.9) (69.7) (69.0) (71.7) (70.0) (74.5) (69.9) (65.7) (73.8) 

その他 
125 13 9 23 27 15 12 11 15 

(2.0) (2.8) (1.3) (2.0) (2.1) (2.3) (1.5) (3.1) (1.9) 

無回答 
518 29 61 104 107 52 68 24 73 

(8.3) (6.2) (9.0) (8.9) (8.2) (8.0) (8.5) (6.7) (9.1) 

何らかの手助けを 

してほしい割合 
(20.8) (24.1) (22.0) (19.4) (21.8) (17.5) (21.6) (27.6) (17.1) 
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図表 4.15-4 日常生活の手助けをしてほしいこと（家族形態別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 

ひとり 

暮らし 

65歳以上の 

高齢者 

のみの世帯 

子や孫、 

親族等との 

同居世帯 

その他 無回答 

n=6,228 n=838 n=2,579 n=2,322 n=313 n=176 

買物 
281 62 81 118 8 12 

(4.5) (7.4) (3.1) (5.1) (2.6) (6.8) 

ゴミ出し 
102 15 38 40 5 4 

(1.6) (1.8) (1.5) (1.7) (1.6) (2.3) 

部屋の掃除 
216 51 74 74 8 9 

(3.5) (6.1) (2.9) (3.2) (2.6) (5.1) 

布団干し 
224 30 76 101 7 10 

(3.6) (3.6) (2.9) (4.3) (2.2) (5.7) 

炊事・洗濯 
110 18 45 39 5 3 

(1.8) (2.1) (1.7) (1.7) (1.6) (1.7) 

電球の取り換え 
397 93 126 150 13 15 

(6.4) (11.1) (4.9) (6.5) (4.2) (8.5) 

家具の移動 
412 73 157 160 17 5 

(6.6) (8.7) (6.1) (6.9) (5.4) (2.8) 

庭の手入れ 
482 99 160 186 19 18 

(7.7) (11.8) (6.2) (8.0) (6.1) (10.2) 

見守りや声かけ 
69 25 12 26 2 4 

(1.1) (3.0) (0.5) (1.1) (0.6) (2.3) 

話し相手 
148 49 34 52 6 7 

(2.4) (5.8) (1.3) (2.2) (1.9) (4.0) 

外出の同行 
116 16 37 52 3 8 

(1.9) (1.9) (1.4) (2.2) (1.0) (4.5) 

通院の付き添い 
192 26 56 99 4 7 

(3.1) (3.1) (2.2) (4.3) (1.3) (4.0) 

車での送迎 
277 59 83 115 12 8 

(4.4) (7.0) (3.2) (5.0) (3.8) (4.5) 

自主グループの 

立ち上げ・運営 

25 7 8 8 1 1 

(0.4) (0.8) (0.3) (0.3) (0.3) (0.6) 

特にない 
4,416 495 1,917 1,678 239 87 

(70.9) (59.1) (74.3) (72.3) (76.4) (49.4) 

その他 
125 30 47 37 5 6 

(2.0) (3.6) (1.8) (1.6) (1.6) (3.4) 

無回答 
518 62 223 175 24 34 

(8.3) (7.4) (8.6) (7.5) (7.7) (19.3) 

何らかの手助けを 

してほしい割合 
(20.8) (33.5) (17.1) (20.2) (15.9) (31.3) 
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（２）子育て家庭や高齢者の日常生活で手伝いできること 

町全体では、「買物」が 17.6％と最も高く、次いで「話し相手」が 16.6％、「ゴミ出

し」が 15.4％となっています。また、「特にない」は 54.1%となっています。 

性別では、男性は、「買物」が 18.5％と最も高く、次いで「電球の取り換え」が 17.9％、

「車での送迎」が 17.7％となっています。女性は、「話し相手」が 19.7％と最も高く、

次いで「買物」が 16.9％、「ゴミ出し」が 14.9％となっています。 

年齢階級別では、79 歳までは「買物」が最も高く、80 歳以上になると「ゴミ出し」

が最も高くなっています。 

判定別では、一般高齢者、介護予防事業対象者ともに「買物」が最も高く、次いで「話

し相手」「ゴミ出し」の順となっており、全ての項目で一般高齢者が介護予防事業対象者

を上回っています。 

地区別では、上位の項目に大きな差はみられません。「特にない」は、都営地区が 58.5％

と最も高く、次いで武蔵野地区が 55.8％となっています。 

家族形態別では、上位の項目に大きな差はみられません。「特にない」は、「ひとり暮

らし」が 58.0％と最も高く、次いで「65 歳以上の高齢者のみの世帯」が 55.3％となっ

ています。 
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図表 4.16-1 子育て家庭や高齢者の日常生活で手伝いできること（性別・年齢階級別） 
※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 男性 女性 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳 

以上 

n=6,228 n=2,914 n=3,314 n=1,554 n=2,067 n=1,375 n=855 n=312 n=65 

買物 
1,098 538 560 333 345 228 146 43 3 

(17.6) (18.5) (16.9) (21.4) (16.7) (16.6) (17.1) (13.8) (4.6) 

ゴミ出し 
960 466 494 237 293 215 157 52 6 

(15.4) (16.0) (14.9) (15.3) (14.2) (15.6) (18.4) (16.7) (9.2) 

部屋の掃除 
754 341 413 202 218 169 122 37 6 

(12.1) (11.7) (12.5) (13.0) (10.5) (12.3) (14.3) (11.9) (9.2) 

布団干し 
531 282 249 147 154 123 82 22 3 

(8.5) (9.7) (7.5) (9.5) (7.5) (8.9) (9.6) (7.1) (4.6) 

炊事・洗濯 
588 208 380 164 162 135 91 33 3 

(9.4) (7.1) (11.5) (10.6) (7.8) (9.8) (10.6) (10.6) (4.6) 

電球の取り換え 
634 522 112 179 207 141 85 20 2 

(10.2) (17.9) (3.4) (11.5) (10.0) (10.3) (9.9) (6.4) (3.1) 

家具の移動 
401 333 68 118 125 90 52 14 2 

(6.4) (11.4) (2.1) (7.6) (6.0) (6.5) (6.1) (4.5) (3.1) 

庭の手入れ 
737 502 235 167 226 179 125 38 2 

(11.8) (17.2) (7.1) (10.7) (10.9) (13.0) (14.6) (12.2) (3.1) 

見守りや声かけ 
751 299 452 272 243 143 71 19 3 

(12.1) (10.3) (13.6) (17.5) (11.8) (10.4) (8.3) (6.1) (4.6) 

話し相手 
1,036 384 652 291 335 209 153 44 4 

(16.6) (13.2) (19.7) (18.7) (16.2) (15.2) (17.9) (14.1) (6.2) 

外出の同行 
563 315 248 168 174 128 68 24 1 

(9.0) (10.8) (7.5) (10.8) (8.4) (9.3) (8.0) (7.7) (1.5) 

通院の付き添い 
490 268 222 147 152 103 71 16 1 

(7.9) (9.2) (6.7) (9.5) (7.4) (7.5) (8.3) (5.1) (1.5) 

車での送迎 
735 517 218 231 240 170 76 17 1 

(11.8) (17.7) (6.6) (14.9) (11.6) (12.4) (8.9) (5.4) (1.5) 

自主グループの 

立ち上げ・運営 

76 46 30 22 25 19 10 0 0 

(1.2) (1.6) (0.9) (1.4) (1.2) (1.4) (1.2) (0.0) (0.0) 

特にない 
3,372 1,605 1,767 829 1,162 748 422 171 40 

(54.1) (55.1) (53.3) (53.3) (56.2) (54.4) (49.4) (54.8) (61.5) 

その他 
177 82 95 49 57 37 23 9 2 

(2.8) (2.8) (2.9) (3.2) (2.8) (2.7) (2.7) (2.9) (3.1) 

無回答 
636 253 383 103 201 149 127 45 11 

(10.2) (8.7) (11.6) (6.6) (9.7) (10.8) (14.9) (14.4) (16.9) 
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図表 4.16-2 子育て家庭や高齢者の日常生活で手伝いできること（判定別）※複数回答 
                               上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 一般高齢者 介護予防事業対象者 

n=6,228 n=2,657 n=3,571 

買物 
1,098 527 571 

(17.6) (19.8) (16.0) 

ゴミ出し 
960 438 522 

(15.4) (16.5) (14.6) 

部屋の掃除 
754 353 401 

(12.1) (13.3) (11.2) 

布団干し 
531 273 258 

(8.5) (10.3) (7.2) 

炊事・洗濯 
588 269 319 

(9.4) (10.1) (8.9) 

電球の取り換え 
634 310 324 

(10.2) (11.7) (9.1) 

家具の移動 
401 200 201 

(6.4) (7.5) (5.6) 

庭の手入れ 
737 363 374 

(11.8) (13.7) (10.5) 

見守りや声かけ 
751 380 371 

(12.1) (14.3) (10.4) 

話し相手 
1,036 488 548 

(16.6) (18.4) (15.3) 

外出の同行 
563 269 294 

(9.0) (10.1) (8.2) 

通院の付き添い 
490 232 258 

(7.9) (8.7) (7.2) 

車での送迎 
735 374 361 

(11.8) (14.1) (10.1) 

自主グループの 

立ち上げ・運営 

76 43 33 

(1.2) (1.6) (0.9) 

特にない 
3,372 1,454 1,918 

(54.1) (54.7) (53.7) 

その他 
177 76 101 

(2.8) (2.9) (2.8) 

無回答 
636 219 417 

(10.2) (8.2) (11.7) 
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図表 4.16-3 子育て家庭や高齢者の日常生活で手伝いできること（地区別）※複数回答 
 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 

殿ケ谷 

地区 

石畑・ 

武蔵地区 

元狭山 

地区 

箱根ケ崎 

地区 
松原地区 長岡地区 都営地区 

武蔵野 

地区 

n=6,228 n=466 n=675 n=1,166 n=1,305 n=652 n=800 n=359 n=805 

買物 
1,098 75 134 217 220 123 145 54 130 

(17.6) (16.1) (19.9) (18.6) (16.9) (18.9) (18.1) (15.0) (16.1) 

ゴミ出し 
960 78 119 168 203 103 111 63 115 

(15.4) (16.7) (17.6) (14.4) (15.6) (15.8) (13.9) (17.5) (14.3) 

部屋の掃除 
754 56 102 132 151 91 97 40 85 

(12.1) (12.0) (15.1) (11.3) (11.6) (14.0) (12.1) (11.1) (10.6) 

布団干し 
531 47 58 102 98 64 70 29 63 

(8.5) (10.1) (8.6) (8.7) (7.5) (9.8) (8.8) (8.1) (7.8) 

炊事・洗濯 
588 44 67 115 121 69 76 32 64 

(9.4) (9.4) (9.9) (9.9) (9.3) (10.6) (9.5) (8.9) (8.0) 

電球の取り換え 
634 51 82 123 111 80 88 25 74 

(10.2) (10.9) (12.1) (10.5) (8.5) (12.3) (11.0) (7.0) (9.2) 

家具の移動 
401 38 45 88 66 42 53 19 50 

(6.4) (8.2) (6.7) (7.5) (5.1) (6.4) (6.6) (5.3) (6.2) 

庭の手入れ 
737 57 103 152 134 76 98 28 89 

(11.8) (12.2) (15.3) (13.0) (10.3) (11.7) (12.3) (7.8) (11.1) 

見守りや声かけ 
751 51 84 139 166 78 106 28 99 

(12.1) (10.9) (12.4) (11.9) (12.7) (12.0) (13.3) (7.8) (12.3) 

話し相手 
1,036 75 130 211 204 104 141 50 121 

(16.6) (16.1) (19.3) (18.1) (15.6) (16.0) (17.6) (13.9) (15.0) 

外出の同行 
563 34 67 115 109 66 77 18 77 

(9.0) (7.3) (9.9) (9.9) (8.4) (10.1) (9.6) (5.0) (9.6) 

通院の付き添い 
490 38 68 92 97 56 66 18 55 

(7.9) (8.2) (10.1) (7.9) (7.4) (8.6) (8.3) (5.0) (6.8) 

車での送迎 
735 62 91 167 140 83 91 24 77 

(11.8) (13.3) (13.5) (14.3) (10.7) (12.7) (11.4) (6.7) (9.6) 

自主グループの 

立ち上げ・運営 

76 4 6 15 18 10 13 3 7 

(1.2) (0.9) (0.9) (1.3) (1.4) (1.5) (1.6) (0.8) (0.9) 

特にない 
3,372 257 340 614 724 357 421 210 449 

(54.1) (55.2) (50.4) (52.7) (55.5) (54.8) (52.6) (58.5) (55.8) 

その他 
177 15 10 32 38 21 25 12 24 

(2.8) (3.2) (1.5) (2.7) (2.9) (3.2) (3.1) (3.3) (3.0) 

無回答 
636 48 69 129 126 69 76 41 78 

(10.2) (10.3) (10.2) (11.1) (9.7) (10.6) (9.5) (11.4) (9.7) 
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図表 4.16-4 子育て家庭や高齢者の日常生活で手伝いできること（家族形態別）※複数回答 
 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 

ひとり 

暮らし 

65歳以上の 

高齢者 

のみの世帯 

子や孫、 

親族等との 

同居世帯 

その他 無回答 

n=6,228 n=838 n=2,579 n=2,322 n=313 n=176 

買物 
1,098 98 451 468 52 29 

(17.6) (11.7) (17.5) (20.2) (16.6) (16.5) 

ゴミ出し 
960 84 369 440 40 27 

(15.4) (10.0) (14.3) (18.9) (12.8) (15.3) 

部屋の掃除 
754 59 294 348 33 20 

(12.1) (7.0) (11.4) (15.0) (10.5) (11.4) 

布団干し 
531 41 216 232 28 14 

(8.5) (4.9) (8.4) (10.0) (8.9) (8.0) 

炊事・洗濯 
588 45 219 278 30 16 

(9.4) (5.4) (8.5) (12.0) (9.6) (9.1) 

電球の取り換え 
634 53 280 252 38 11 

(10.2) (6.3) (10.9) (10.9) (12.1) (6.3) 

家具の移動 
401 35 173 162 26 5 

(6.4) (4.2) (6.7) (7.0) (8.3) (2.8) 

庭の手入れ 
737 61 285 332 38 21 

(11.8) (7.3) (11.1) (14.3) (12.1) (11.9) 

見守りや声かけ 
751 84 325 290 39 13 

(12.1) (10.0) (12.6) (12.5) (12.5) (7.4) 

話し相手 
1,036 133 415 411 51 26 

(16.6) (15.9) (16.1) (17.7) (16.3) (14.8) 

外出の同行 
563 51 237 227 28 20 

(9.0) (6.1) (9.2) (9.8) (8.9) (11.4) 

通院の付き添い 
490 52 202 200 23 13 

(7.9) (6.2) (7.8) (8.6) (7.3) (7.4) 

車での送迎 
735 69 307 303 38 18 

(11.8) (8.2) (11.9) (13.0) (12.1) (10.2) 

自主グループの 

立ち上げ・運営 

76 4 27 38 4 3 

(1.2) (0.5) (1.0) (1.6) (1.3) (1.7) 

特にない 
3,372 486 1,425 1,213 168 80 

(54.1) (58.0) (55.3) (52.2) (53.7) (45.5) 

その他 
177 33 67 62 13 2 

(2.8) (3.9) (2.6) (2.7) (4.2) (1.1) 

無回答 
636 100 258 210 25 43 

(10.2) (11.9) (10.0) (9.0) (8.0) (24.4) 
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９ 活動への参加 

（１）参加している活動 

町全体では、「趣味活動」が 23.3％と最も高く、次いで「収入のある仕事」が 22.0％、

「町内会活動」が 16.4％となっています。また、「何らかの活動に参加している割合」※

は、56.0％となっています。 

性別では、「何らかの活動に参加している割合」は、男性が 57.5％と、女性（54.6％）

を 2.9 ポイント上回っています。「収入のある仕事」は 13.0 ポイント、「町内会活動」

は 7.9 ポイント、男性が女性を上回っています。一方、「体操教室」は女性が 16.3％と、

男性（2.2％）を 14.1 ポイント上回っています。 

年齢階級別では、「何らかの活動に参加している割合」は年齢階級が上がるにつれ低下

し、80 歳以上になると 50％を下回っています。 

判定別では、「何らかの活動に参加している割合」は、一般高齢者が 64.9％と、介護

予防事業対象者（49.3％）を 15.6 ポイント上回っており、「老人クラブ」を除いて、一

般高齢者が介護予防事業対象者を上回っています。 

地区別では、「何らかの活動に参加している割合」は、元狭山地区が 59.7％と最も高

く、次いで石畑・武蔵地区が 58.5％となっています。一方、都営地区が 41.8％と最も

低く、次いで殿ケ谷地区が 53.0％となっています。 

 
※「何らかの活動に参加している割合」は 100.0％から「いずれの活動にも参加していない」と「無回答」

の割合を引いたものです。 
 

図表 4.17-1 参加している活動（性別・年齢階級別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 男性 女性 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳 

以上 

n=6,228 n=2,914 n=3,314 n=1,554 n=2,067 n=1,375 n=855 n=312 n=65 

趣味活動 
1,452 678 774 359 497 356 184 54 2 

(23.3) (23.3) (23.4) (23.1) (24.0) (25.9) (21.5) (17.3) (3.1) 

老人クラブ 
440 183 257 24 101 132 113 60 10 

(7.1) (6.3) (7.8) (1.5) (4.9) (9.6) (13.2) (19.2) (15.4) 

体操教室 
605 65 540 115 205 151 96 36 2 

(9.7) (2.2) (16.3) (7.4) (9.9) (11.0) (11.2) (11.5) (3.1) 

町内会活動 
1,020 600 420 261 346 246 119 45 3 

(16.4) (20.6) (12.7) (16.8) (16.7) (17.9) (13.9) (14.4) (4.6) 

サロン活動 
89 12 77 8 27 24 26 3 1 

(1.4) (0.4) (2.3) (0.5) (1.3) (1.7) (3.0) (1.0) (1.5) 

ボランティア活動 
394 218 176 85 151 104 44 10 0 

(6.3) (7.5) (5.3) (5.5) (7.3) (7.6) (5.1) (3.2) (0.0) 

収入のある仕事 
1,369 843 526 565 526 206 61 11 0 

(22.0) (28.9) (15.9) (36.4) (25.4) (15.0) (7.1) (3.5) (0.0) 

その他 
229 117 112 61 79 39 35 12 3 

(3.7) (4.0) (3.4) (3.9) (3.8) (2.8) (4.1) (3.8) (4.6) 

いずれの活動にも 

参加していない 

2,506 1,144 1,362 536 818 559 390 157 46 

(40.2) (39.3) (41.1) (34.5) (39.6) (40.7) (45.6) (50.3) (70.8) 

無回答 
237 93 144 41 66 56 55 16 3 

(3.8) (3.2) (4.3) (2.6) (3.2) (4.1) (6.4) (5.1) (4.6) 

何らかの活動に 

参加している割合 
(56.0) (57.5) (54.6) (62.9) (57.2) (55.2) (48.0) (44.6) (24.6) 
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図表 4.17-2 参加している活動（判定別）※複数回答     上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 一般高齢者 介護予防事業対象者 

n=6,228 n=2,657 n=3,571 

趣味活動 
1,452 789 663 

(23.3) (29.7) (18.6) 

老人クラブ 
440 183 257 

(7.1) (6.9) (7.2) 

体操教室 
605 296 309 

(9.7) (11.1) (8.7) 

町内会活動 
1,020 527 493 

(16.4) (19.8) (13.8) 

サロン活動 
89 43 46 

(1.4) (1.6) (1.3) 

ボランティア活動 
394 224 170 

(6.3) (8.4) (4.8) 

収入のある仕事 
1,369 717 652 

(22.0) (27.0) (18.3) 

その他 
229 107 122 

(3.7) (4.0) (3.4) 

いずれの活動にも 
参加していない 

2,506 863 1,643 

(40.2) (32.5) (46.0) 

無回答 
237 68 169 

(3.8) (2.6) (4.7) 

何らかの活動に 

参加している割合 
(56.0) (64.9) (49.3) 

 

図表 4.17-3 参加している活動（地区別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 

殿ケ谷 

地区 

石畑・ 

武蔵地区 

元狭山 

地区 

箱根ケ崎 

地区 
松原地区 長岡地区 都営地区 

武蔵野 

地区 

n=6,228 n=466 n=675 n=1,166 n=1,305 n=652 n=800 n=359 n=805 

趣味活動 
1,452 109 158 274 327 158 204 48 174 

(23.3) (23.4) (23.4) (23.5) (25.1) (24.2) (25.5) (13.4) (21.6) 

老人クラブ 
440 24 58 142 47 29 71 4 65 

(7.1) (5.2) (8.6) (12.2) (3.6) (4.4) (8.9) (1.1) (8.1) 

体操教室 
605 41 58 136 130 53 69 41 77 

(9.7) (8.8) (8.6) (11.7) (10.0) (8.1) (8.6) (11.4) (9.6) 

町内会活動 
1,020 69 128 223 238 111 102 31 118 

(16.4) (14.8) (19.0) (19.1) (18.2) (17.0) (12.8) (8.6) (14.7) 

サロン活動 
89 7 4 20 9 10 13 7 19 

(1.4) (1.5) (0.6) (1.7) (0.7) (1.5) (1.6) (1.9) (2.4) 

ボランティア活動 
394 31 32 107 79 36 52 14 43 

(6.3) (6.7) (4.7) (9.2) (6.1) (5.5) (6.5) (3.9) (5.3) 

収入のある仕事 
1,369 79 158 283 267 157 184 59 182 

(22.0) (17.0) (23.4) (24.3) (20.5) (24.1) (23.0) (16.4) (22.6) 

その他 
229 11 35 41 46 34 26 8 28 

(3.7) (2.4) (5.2) (3.5) (3.5) (5.2) (3.3) (2.2) (3.5) 

いずれの活動にも 

参加していない 

2,506 199 249 424 544 247 317 189 337 

(40.2) (42.7) (36.9) (36.4) (41.7) (37.9) (39.6) (52.6) (41.9) 

無回答 
237 20 31 45 42 26 28 20 25 

(3.8) (4.3) (4.6) (3.9) (3.2) (4.0) (3.5) (5.6) (3.1) 

何らかの活動に 

参加している割合 
(56.0) (53.0) (58.5) (59.7) (55.1) (58.1) (56.9) (41.8) (55.0) 
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（２）活動に参加していない理由 

いずれの活動にも参加していない人のうち、その理由について、町全体では、「仕事や

家庭の事情等で忙しい」が 27.8％で最も高く、次いで「健康や体力に自信がない」が

24.9％となっています。 

性別では、男女ともに「仕事や家庭の事情等で忙しい」が最も高く、男性は 27.4％、

女性は 28.0％となっています。また、女性は「活動場所が家から遠い」が 8.1％と、男

性（3.0％）を 5.1 ポイント上回っています。 

年齢階級別では、65～74 歳は「仕事や家庭の事情等で忙しい」が最も高く、75 歳

以上になると「健康や体力に自信がない」が最も高くなっています。また、「65～69 歳」

では「どのような活動があるか知らない」が 18.7％と２番目に高く、「90 歳以上」で

は「一緒に参加する友人がいない」が 21.7％となっています。 

判定別では、一般高齢者は「仕事や家庭の事情等で忙しい」が 35.7％と最も高く、介

護予防事業対象者は「健康や体力に自信がない」が 32.6％と最も高くなっています。 

地区別では、殿ケ谷地区、都営地区は「健康や体力に自信がない」が最も高く、それ以

外の地区は「仕事や家庭の事情等で忙しい」が最も高くなっています。 

 

図表 4.18-1 活動に参加していない理由（性別・年齢階級別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 男性 女性 

65歳 
～ 

69歳 

70歳 
～ 

74歳 

75歳 
～ 

79歳 

80歳 
～ 

84歳 

85歳 
～ 

89歳 

90歳 

以上 

n=2,506 n=1,144 n=1,362 n=536 n=818 n=559 n=390 n=157 n=46 

健康や体力に 

自信がない 

625 271 354 91 148 161 136 60 29 

(24.9) (23.7) (26.0) (17.0) (18.1) (28.8) (34.9) (38.2) (63.0) 

仕事や家庭の 

事情等で忙しい 

696 314 382 193 249 130 89 30 5 

(27.8) (27.4) (28.0) (36.0) (30.4) (23.3) (22.8) (19.1) (10.9) 

どのような活動が 

あるか知らない 

370 188 182 100 122 75 47 20 6 

(14.8) (16.4) (13.4) (18.7) (14.9) (13.4) (12.1) (12.7) (13.0) 

一緒に参加する 

友人がいない 

272 135 137 65 77 54 47 19 10 

(10.9) (11.8) (10.1) (12.1) (9.4) (9.7) (12.1) (12.1) (21.7) 

活動場所が 

家から遠い 

145 34 111 21 31 44 30 14 5 

(5.8) (3.0) (8.1) (3.9) (3.8) (7.9) (7.7) (8.9) (10.9) 

手間や経費が 

かかる 

143 73 70 49 50 19 14 9 2 

(5.7) (6.4) (5.1) (9.1) (6.1) (3.4) (3.6) (5.7) (4.3) 

その他 
635 301 334 141 243 127 87 30 7 

(25.3) (26.3) (24.5) (26.3) (29.7) (22.7) (22.3) (19.1) (15.2) 

無回答 
160 67 93 15 48 46 36 12 3 

(6.4) (5.9) (6.8) (2.8) (5.9) (8.2) (9.2) (7.6) (6.5) 
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図表 4.18-2 活動に参加していない理由（判定別）※複数回答     上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 一般高齢者 介護予防事業対象者 

n=2,506 n=863 n=1,643 

健康や体力に 

自信がない 

625 90 535 

(24.9) (10.4) (32.6) 

仕事や家庭の 

事情等で忙しい 

696 308 388 

(27.8) (35.7) (23.6) 

どのような活動が 

あるか知らない 

370 110 260 

(14.8) (12.7) (15.8) 

一緒に参加する 

友人がいない 

272 68 204 

(10.9) (7.9) (12.4) 

活動場所が 

家から遠い 

145 40 105 

(5.8) (4.6) (6.4) 

手間や経費が 

かかる 

143 35 108 

(5.7) (4.1) (6.6) 

その他 
635 251 384 

(25.3) (29.1) (23.4) 

無回答 
160 69 91 

(6.4) (8.0) (5.5) 

 

 

図表 4.18-3 活動に参加していない理由（判定別）※複数回答 上段：人/下段：％ 

項目 
町全体 

殿ケ谷 

地区 

石畑・ 

武蔵地区 

元狭山 

地区 

箱根ケ崎 

地区 
松原地区 長岡地区 都営地区 

武蔵野 

地区 

n=2,506 n=199 n=249 n=424 n=544 n=247 n=317 n=189 n=337 

健康や体力に 

自信がない 

625 54 48 106 141 55 83 62 76 

(24.9) (27.1) (19.3) (25.0) (25.9) (22.3) (26.2) (32.8) (22.6) 

仕事や家庭の 

事情等で忙しい 

696 51 83 132 154 77 98 24 77 

(27.8) (25.6) (33.3) (31.1) (28.3) (31.2) (30.9) (12.7) (22.8) 

どのような活動が 

あるか知らない 

370 35 34 50 85 30 48 39 49 

(14.8) (17.6) (13.7) (11.8) (15.6) (12.1) (15.1) (20.6) (14.5) 

一緒に参加する 

友人がいない 

272 22 33 40 59 23 36 22 37 

(10.9) (11.1) (13.3) (9.4) (10.8) (9.3) (11.4) (11.6) (11.0) 

活動場所が 

家から遠い 

145 4 9 28 32 22 20 12 18 

(5.8) (2.0) (3.6) (6.6) (5.9) (8.9) (6.3) (6.3) (5.3) 

手間や経費が 

かかる 

143 11 11 20 30 11 17 21 22 

(5.7) (5.5) (4.4) (4.7) (5.5) (4.5) (5.4) (11.1) (6.5) 

その他 
635 55 63 92 139 66 77 47 96 

(25.3) (27.6) (25.3) (21.7) (25.6) (26.7) (24.3) (24.9) (28.5) 

無回答 
160 11 18 33 32 11 18 13 24 

(6.4) (5.5) (7.2) (7.8) (5.9) (4.5) (5.7) (6.9) (7.1) 
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61.3

52.3

69.2

57.0

63.3

64.7

61.1

57.1

50.8

35.2

44.2

27.3

41.4

33.4

31.3

34.3

35.3

41.5

3.5

3.5

3.4

1.5

3.3

4.0

4.7

7.7

7.7

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

知っている 知らない 無回答

（３）通いの場（体操教室等）やサロンの認知度 

町全体では「知っている」が 61.3％となっています。 

性別では、「知っている」は、女性が 69.2％と、男性（52.3％）を 16.9 ポイント上

回っています。 

年齢階級別では、「知っている」は、70～84 歳では 60％台となっていますが、「65

～69 歳」は 57.0％、「85～89 歳」は 57.1％、「90 歳以上」は 50.8％となっていま

す。 

判定別では、「知っている」は、一般高齢者が 68.9％と、介護予防事業対象者（55.6％）

を 13.3 ポイント上回っています。 

地区別では、「知っている」は、殿ケ谷地区が 66.3％と最も高く、次いで長岡地区が

63.8％となっています。一方、松原地区が 55.7％と最も低く、次いで都営地区が 56.3％

となっています。 

 

図表 4.19-1 通いの場（体操教室等）やサロンの認知度（性別・年齢階級別） 
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61.3

68.9

55.6

35.2

29.0

39.9

3.5

2.1

4.5

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

知っている 知らない 無回答

61.3

66.3

61.3

61.7

61.8

55.7

63.8

56.3

61.2

35.2

29.8

34.8

34.6

34.8

40.5

32.8

39.0

36.9

3.5

3.9

3.9

3.8

3.4

3.8

3.5

4.7

1.9

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

知っている 知らない 無回答

図表 4.19-2 通いの場（体操教室等）やサロンの認知度（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.19-3 通いの場（体操教室等）やサロンの認知度（地区別） 
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28.2

19.0

36.3

26.8

27.4

31.3

29.8

25.0

13.8

67.3

76.6

59.1

70.6

68.4

63.7

64.0

65.4

81.5

4.5

4.4

4.6

2.6

4.2

4.9

6.2

9.6

4.6

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

男 性

n=2,914

女 性

n=3,314

65-69歳

n=1,554

70-74歳

n=2,067

75-79歳

n=1,375

80-84歳

n=  855

85-89歳

n=  312

90歳以上

n=   65

はい いいえ 無回答

（４）体操教室やサロン等への参加意向 

町全体では「はい（地域に体操教室やサロン等があれば参加したい）」が 28.2％となっ

ています。 

性別では、「はい」は、女性が 36.3％と、男性（19.0％）を 17.3 ポイント上回って

います。 

年齢階級別では、「はい」は、75～84 歳では約 30％となっており、65～74 歳では

約 27％となっていますが、「85～89 歳」は 25.0％、「90 歳以上」は 13.8％となっ

ています。 

判定別では、「はい」は、一般高齢者が 28.8％、介護予防事業対象者が 27.8％となっ

ています。 

地区別では、「はい」は、殿ケ谷地区が 29.8％と最も高く、次いで都営地区が 29.5％

となっています。一方、石畑・武蔵地区が 26.2％と最も低く、次いで松原地区が 26.8％

となっています。 

 

図表 4.20-1 地域に体操教室やサロン等があれば参加したい（性別・年齢階級別） 
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28.2

28.8

27.8

67.3

68.1

66.7

4.5

3.2

5.5

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

一般高齢者

n=2,657

介護予防事業対象者

n=3,571

はい いいえ 無回答

28.2

29.8

26.2

28.4

29.3

26.8

28.1

29.5

27.6

67.3

64.8

68.4

66.8

66.5

69.5

67.0

64.3

69.4

4.5

5.4

5.3

4.8

4.2

3.7

4.9

6.1

3.0

0% 25% 50% 75% 100%

町全体

n=6,228

殿ケ谷地区

n=  466

石畑・武蔵地区

n=  675

元狭山地区

n=1,166

箱根ケ崎地区

n=1,305

松原地区

n=  652

長岡地区

n=  800

都営地区

n=  359

武蔵野地区

n=  805

はい いいえ 無回答

図表 4.20-2 地域に体操教室やサロン等があれば参加したい（判定別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4.20-3 地域に体操教室やサロン等があれば参加したい（地区別） 
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資 料 編 

１ 電算処理の設定条件 

集計等の電算処理は、以下の条件に基づいて行いました。 

 

■判定の設定条件 

項 目 判定条件 

高齢者像 ※該当設問に無回答・重複回答があれば、「リスクあり」とする 

 
一般高齢者 国が示した基本チェックリスト判定条件の非該当者 

介護予防事業対象者 国が示した基本チェックリスト判定条件の該当者 

生活機能低下リスク 

該当 ・10 点以上 

非該当 ・０点以上９点以下 

判定不能 ・10 項目以上無回答があった場合 

運動機能低下リスク 

該当 ・３点以上 

非該当 ・０点以上２点以下 

判定不能 ・３項目以上無回答があった場合 

低栄養リスク 

該当 ・２点 

非該当 ・０点以上１点以下 

判定不能 ・１項目以上無回答があった場合 

口腔機能低下リスク 

該当 ・２点以上 

非該当 ・０点以上１点以下 

判定不能 ・２項目以上無回答があった場合 

閉じこもりリスク 

該当 ・問 24 が「いいえ」の場合 

非該当 ・問 24 が「はい」の場合 

判定不能 ・問 24 が無回答の場合 

物忘れリスク 

該当 ・１点以上 

非該当 ・０点 

判定不能 ・１項目以上無回答があった場合 

うつ傾向リスク 

該当 ・２点以上 

非該当 ・０点以上１点以下 

判定不能 ・２項目以上無回答があった場合 
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■生活機能低下リスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問３ バスや電車で 1 人で外出していますか 
１ いいえ 

０ はい 

問４ 日用品の買物をしていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問５ 預貯金の出し入れをしていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問６ 友人の家を訪ねていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問７ 家族や友人の相談にのっていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問 10 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問 11 
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上
がっていますか 

１ いいえ 

０ はい 

問 12 15 分位続けて歩いていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問 13 この１年間に転んだことがありますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 14 転倒に対する不安は大きいですか 
１ はい 

０ いいえ 

問 15 
６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありまし
たか 

１ はい 

０ いいえ 

問 16 身長と体重をご記入ください 
１ BMI が 18.5 未満 

０ BMI が 18.5 以上 

問 17 
半年前に比べて固いものが食べにくくなりまし
たか 

１ はい 

０ いいえ 

問 18 お茶や汁物等でむせることがありますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 19 口の（くち）渇きが気になりますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 24 週に１回以上は外出していますか 
１ いいえ 

０ はい 

問 25 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 28 
周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘
れがあると言われますか 

１ はい 

０ いいえ 

問 29 
自分で電話番号を調べて、電話をかけることをし
ていますか 

１ いいえ 

０ はい 

問 30 今日が何月何日かわからない時がありますか 
１ はい 

０ いいえ 
※全ての設問が無回答の場合は、判定不能とします。 

 

  



資 料 編 

111 

■運動機能低下リスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 10 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問 11 
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上
がっていますか 

１ いいえ 

０ はい 

問 12 15 分位続けて歩いていますか 
１ いいえ 

０ はい 

問 13 この１年間に転んだことがありますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 14 転倒に対する不安は大きいですか 
１ はい 

０ いいえ 
※全ての設問が無回答の場合は、判定不能とします。 

 

■低栄養リスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 15 
６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありまし
たか 

１ はい 

０ いいえ 

問 16 身長と体重をご記入ください 
１ BMI が 18.5 未満 

０ BMI が 18.5 以上 
※全ての設問が無回答の場合は、判定不能とします。 

 

■口腔機能低下リスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 17 
半年前に比べて固いものが食べにくくなりまし
たか 

１ はい 

０ いいえ 

問 18 お茶や汁物等でむせることがありますか 
１ はい 

０ いいえ 

問 19 口の（くち）渇きが気になりますか 
１ はい 

０ いいえ 
※全ての設問が無回答の場合は、判定不能とします。 

 

■閉じこもりリスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 24 週に１回以上は外出していますか 
１ いいえ 

０ はい 

問 25 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 
１ はい 

０ いいえ 

 

■物忘れリスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 28 
周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘
れがあると言われますか 

１ はい 

０ いいえ 

問 29 
自分で電話番号を調べて、電話をかけることをし
ていますか 

１ いいえ 

０ はい 

問 30 今日が何月何日かわからない時がありますか 
１ はい 

０ いいえ 
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■うつ傾向リスクの判定項目・配点 

問番号 項目 配点 選択肢 

問 32 （ここ２週間）毎日の生活に充実感がないですか 
１ はい 

０ いいえ 

問 33 
（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたこと
が楽しめなくなりましたか 

１ はい 

０ いいえ 

問 34 
（ここ２週間）以前は楽にできていたことが今で
はおっくうに感じられますか 

１ はい 

０ いいえ 

問 35 
（ここ２週間）自分は役に立つ人間だと思えない
事がありますか 

１ はい 

０ いいえ 

問 36 
（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがし
ますか 

１ はい 

０ いいえ 
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２ 使用した帳票類 

（１）調査票 
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（２）結果アドバイス票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

116 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度瑞穂町生活支援事業ニーズ調査 

 

結果報告書 

発 行 令和４（2022）年３月 

編 集 瑞穂町 福祉部 高齢者福祉課  

〒190-1292 東京都西多摩郡瑞穂町大字箱根ケ崎2335  

電話 042-557-7623 

 


